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懇談会で得た先生方のご意見等を一部ご紹介します
【座長】　東京農業大学
　　　　名誉教授　山本　出氏

　この懇談会に参加するたびに、ＭＨ冷水
製造システムを利用した周年イチゴ栽培・
陸上養殖の技術等が進展しており、それを
いかに地域の活性化に結びつけ、また情報
発信するか、さらには食品加工流通コンビ
ナート構想に結びつけるための仕組みが構
築されることを期待しています。

東海大学
国際教育センター所長　内田裕久氏

　今年、ドイツで開催された国際水素エネ
ルギー会議で、西条市とサイクスの取り組
みを紹介し、世界的にも非常に素晴らしい
との評価をいただきました。
　ぜひ、早期事業化に向けて、今後さらに
発展することを期待しています。

　食料とエネルギーで自立した地域を形成
するためには、バイオマス（生物資源）を
徹底的に利用することが必要です。
　１次産業と２次産業の有機的な連携を強
化し、化石燃料に依存しないシステムの構
築をめざしており、将来、本構想にも寄与
できるものと考えています。

東北大学
名誉教授　新井邦夫氏

　夏においしいイチゴを収穫するには、ま
だまだ工夫が必要です。
　これまでの実績を踏まえて、トータルで
栽培技術・環境・品種等を再検討すること
により、事業化に向けて、10アールで10ト
ンの収穫が実現するのではないかと思いま
す。期待しています。

千葉大学 環境健康フィールド科学センター
客員教授　池田英男氏

　陸上養殖の利点は水を浄化して海や川に
返せるため、環境にやさしいところです。
さらに水産資源確保の観点からは、陸上で
食料を増産できるメリットがあります。
　今後さらに研究開発し、発展させていく
ことができれば、いろんな漁種が陸上で養
殖できるのではないかと期待しています。

東海大学
海洋学部水産学科　教授　秋山信彦氏

　今後も、これまでの課題解決に取り組み
ながらイチゴ、マスの研究開発を進め、ま
た、事業終了後のことも見据えて、これか
らは、ソフト面でもマーケット等を意識し
ながら有効な手法等を考えていく必要があ
ると思います。

近畿中国四国農業研究センター　中山間傾
斜地域施設園芸チーム長　　菅谷　博氏

　西条市は省エネ・低環境負荷による温度
調節が可能なＭＨ冷水製造システムを利用
し、閉鎖循環式飼育を研究開発しています
が、これからは事業化に向けて、マーケテ
ィング調査等も同時に進め、消費者ニーズ
等に柔軟に対応できるように、ソフト面の
整備も必要だと思います。

（独）水産総合研究センター
屋島栽培漁業センター　今井　正氏

　食品加工流通コンビナート構想の取り組
みと情報を、全国に向けて情報発信するこ
とが重要です。また、成果は良いデータだ
けではなく、事業遂行上の矛盾点等も発信
すべきです。これからは情報・データを、
収集に来てもらえるような成果の発信も必
要ではないかと思います。

（独）産業技術総合研究所　 四国センター
産学官連携コーディネータ　勝村宗英氏

　培地冷却によるイチゴの早期収穫につい
ての取り組みは、非常に魅力あるものです
が、まだ課題もあり研究開発が必要である
と感じました。実用化に向け、これらの課
題を克服するためにも、ハードとソフトの
両面を組み合わせた取り組みを推進してい
くことが非常に重要であると思います。

大塚化学㈱
技術顧問　梅津憲治氏

　食品加工流通コンビナート構想は、今は
まだ実験段階であり、日々、研究開発しな
がらプロジェクトを推進していく時期であ
ると思われます。
　各先生方の意見を取り入れて、幅広い取
り組みを行ってみてはいかがでしょうか。

ＨＥＡＲＴの会（人間環境活性化研究会）
副理事長（サイクス取締役） 山内尚隆氏

総
合
食
料
産
業
技
術
懇
談
会
を
開
催■問合せ　食品加工流通コンビナート構想推進プロジェクトチーム

○懇談会・セミナーについて　市庁舎本館ものづくり支援課　農商工連携係　℡0897－52－1437
○コンビナート構想について　産業情報支援センター内　ものづくり支援課　産学官連携係　℡0897－53－0010

第５回

▲「西条クール・アース　プロジェクト」の
　実験施設では、太陽光や地下水などの自然
　エネルギーや工場排熱を有効活用し、ＭＨ
　冷水製造システムを利用した周年食糧生産
　実験を行っています。

「西条クール・アース　プロジェクト」実験施設の視察

イチゴの周年栽培実験

サツキマスの陸上養殖実験

▲総合食料産業技術懇談会の様子
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携
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図
る
た
め
『
食
品

加
工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
』
を
打
ち
出

し
、
平
成
17
年
３
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。
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５
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懇
談
会
を
市
役

所
で
開
催
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取
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。
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仁
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ク
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ク
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。

広報さいじょう　2010　11月号 2



懇談会で得た先生方のご意見等を一部ご紹介します
【座長】　東京農業大学
　　　　名誉教授　山本　出氏

　この懇談会に参加するたびに、ＭＨ冷水
製造システムを利用した周年イチゴ栽培・
陸上養殖の技術等が進展しており、それを
いかに地域の活性化に結びつけ、また情報
発信するか、さらには食品加工流通コンビ
ナート構想に結びつけるための仕組みが構
築されることを期待しています。

東海大学
国際教育センター所長　内田裕久氏

　今年、ドイツで開催された国際水素エネ
ルギー会議で、西条市とサイクスの取り組
みを紹介し、世界的にも非常に素晴らしい
との評価をいただきました。
　ぜひ、早期事業化に向けて、今後さらに
発展することを期待しています。

　食料とエネルギーで自立した地域を形成
するためには、バイオマス（生物資源）を
徹底的に利用することが必要です。
　１次産業と２次産業の有機的な連携を強
化し、化石燃料に依存しないシステムの構
築をめざしており、将来、本構想にも寄与
できるものと考えています。

東北大学
名誉教授　新井邦夫氏

　夏においしいイチゴを収穫するには、ま
だまだ工夫が必要です。
　これまでの実績を踏まえて、トータルで
栽培技術・環境・品種等を再検討すること
により、事業化に向けて、10アールで10ト
ンの収穫が実現するのではないかと思いま
す。期待しています。

千葉大学 環境健康フィールド科学センター
客員教授　池田英男氏

　陸上養殖の利点は水を浄化して海や川に
返せるため、環境にやさしいところです。
さらに水産資源確保の観点からは、陸上で
食料を増産できるメリットがあります。
　今後さらに研究開発し、発展させていく
ことができれば、いろんな漁種が陸上で養
殖できるのではないかと期待しています。

東海大学
海洋学部水産学科　教授　秋山信彦氏

　今後も、これまでの課題解決に取り組み
ながらイチゴ、マスの研究開発を進め、ま
た、事業終了後のことも見据えて、これか
らは、ソフト面でもマーケット等を意識し
ながら有効な手法等を考えていく必要があ
ると思います。

近畿中国四国農業研究センター　中山間傾
斜地域施設園芸チーム長　　菅谷　博氏

　西条市は省エネ・低環境負荷による温度
調節が可能なＭＨ冷水製造システムを利用
し、閉鎖循環式飼育を研究開発しています
が、これからは事業化に向けて、マーケテ
ィング調査等も同時に進め、消費者ニーズ
等に柔軟に対応できるように、ソフト面の
整備も必要だと思います。

（独）水産総合研究センター
屋島栽培漁業センター　今井　正氏

　食品加工流通コンビナート構想の取り組
みと情報を、全国に向けて情報発信するこ
とが重要です。また、成果は良いデータだ
けではなく、事業遂行上の矛盾点等も発信
すべきです。これからは情報・データを、
収集に来てもらえるような成果の発信も必
要ではないかと思います。

（独）産業技術総合研究所　 四国センター
産学官連携コーディネータ　勝村宗英氏

　培地冷却によるイチゴの早期収穫につい
ての取り組みは、非常に魅力あるものです
が、まだ課題もあり研究開発が必要である
と感じました。実用化に向け、これらの課
題を克服するためにも、ハードとソフトの
両面を組み合わせた取り組みを推進してい
くことが非常に重要であると思います。

大塚化学㈱
技術顧問　梅津憲治氏

　食品加工流通コンビナート構想は、今は
まだ実験段階であり、日々、研究開発しな
がらプロジェクトを推進していく時期であ
ると思われます。
　各先生方の意見を取り入れて、幅広い取
り組みを行ってみてはいかがでしょうか。

ＨＥＡＲＴの会（人間環境活性化研究会）
副理事長（サイクス取締役） 山内尚隆氏

総
合
食
料
産
業
技
術
懇
談
会
を
開
催■問合せ　食品加工流通コンビナート構想推進プロジェクトチーム

○懇談会・セミナーについて　市庁舎本館ものづくり支援課　農商工連携係　℡0897－52－1437
○コンビナート構想について　産業情報支援センター内　ものづくり支援課　産学官連携係　℡0897－53－0010

第５回

▲「西条クール・アース　プロジェクト」の
　実験施設では、太陽光や地下水などの自然
　エネルギーや工場排熱を有効活用し、ＭＨ
　冷水製造システムを利用した周年食糧生産
　実験を行っています。

「西条クール・アース　プロジェクト」実験施設の視察

イチゴの周年栽培実験

サツキマスの陸上養殖実験

▲総合食料産業技術懇談会の様子

　

西
条
市
と
㈱
西
条
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ

ー
（
サ
イ
ク
ス
）
で
は
、
農
林
水
産
業
（
１

次
産
業
）、
製
造
業
（
２
次
産
業
）、
流
通
業
・

サ
ー
ビ
ス
業
（
３
次
産
業
）
が
連
携
し
た
総

合
産
業
『
６
次
産
業
』
を
創
出
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め
『
食
品

加
工
流
通
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
』
を
打
ち
出

し
、
平
成
17
年
３
月
に
内
閣
府
か
ら
地
域
再

生
計
画
の
認
定
を
受
け
、
構
想
の
実
現
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

去
る
９
月
10
日
、
構
想
推
進
の
核
と
な
る

第
５
回
総
合
食
料
産
業
技
術
懇
談
会
を
市
役

所
で
開
催
し
、
食
料
産
業
技
術
に
造
詣
の
深

い
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
先
生
方
に
ご
参
集

い
た
だ
き
、
高
度
か
つ
専
門
的
な
見
地
か
ら

当
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご

指
導
・
ご
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
先
が
け
て
、
先
生
方
に
は
イ
チ

ゴ
の
周
年
栽
培
と
サ
ツ
キ
マ
ス
の
陸
上
養
殖

の
実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
施
設
を
視
察
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
低
環
境
負
荷
で
の
食
料
生

産
産
業
の
創
出
を
め
ざ
し
、
昨
年
に
経
済
産

業
省
の
「
低
炭
素
型
社
会
に
向
け
た
技
術
シ

ー
ズ
発
掘
・
社
会
シ
ス
テ
ム
実
証
モ
デ
ル
事

業
」（
略
称
＝
西
条
ク
ー
ル
・
ア
ー
ス　

プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
の
委
託
を
受
け
て
整
備
し
た
も

の
で
、
先
生
方
は
職
員
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
熱
心
に
視
察
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

視
察
後
、
東
京
農
業
大
学
・
山
本
出
名
誉

教
授
を
座
長
に
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
先
生

方
か
ら
多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
言
や
、
励
ま

し
の
言
葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。（
左
ペ
ー
ジ

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
）

　

懇
談
会
の
翌
日
は
、
伊
予
銀
行
・
愛
媛
銀

行
の
後
援
で
「
総
合
食
料
産
業
技
術
セ
ミ
ナ

ー
」
を
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
館
で

開
催
し
、
多
く
の
受
講
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
愛
媛
大
学
農
学
部
教
授

の
仁
科
弘
重
先
生
と
、
㈳
全
国
豊
か
な
海
づ

く
り
推
進
協
会
専
務
理
事
の
市
村
隆
紀
先
生

に
よ
る
講
演
を
行
い
、
仁
科
先
生
は
「
愛
媛

大
学
植
物
工
場
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
展
と
国

家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
向
」、
市
村
先
生
は

「
地
域
連
携
を
ど
う
構
築
す
る
か　

―

身
近
に

漁
や
農
が
あ
る
意
味―

」
と
題
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
農
業
・
水
産
業
の
立
場
で
先
進
的
事

例
を
交
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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地下水シンポジウム地下水シンポジウム

未来につなぐ地下水の科学未来につなぐ地下水の科学
　目に見えない地下水の統合的管理のためには、かん養・流動・流出という
一連の地下水流動系を明らかにする必要があります。西条市と同じく水資源
を地下水に依存する熊本市では、地下水かん養源の推定とそれに基づいた水
源管理が行われ、行政界を越えた連携が始まっています。
　西条市では石鎚山系に降る雨を源とする「うちぬき」に代表される地下水
の恩恵を受けています。しかし家計の収支と同じように、水の収支を知らな
ければ、将来にわたる地下水の持続的利用は困難であり、収支を知るために
は市民の理解を得てモニタリングすることが必要です。　
　地下水流動系の可視化と水・物質循環研究等の地下水科学研究に、「地下
水の健康診断（千の水を採って）」や市民の水意識調査を踏まえて、市民と
行政および研究者が協同し、水研究と水管理を一体的に進める『西条モデル
：水環境都市づくり』を発信しようとしています。

熊本大学大学院自然科学研究科　嶋田　純教授
　

熊
本
県
阿
蘇
西
麓
台
地
と
そ
の
西
部
に

広
が
る
熊
本
平
野
は
、
年
２
０
０
０
㍉
以

上
の
降
水
量
と
火
砕
流
台
地
の
高
透
性
の

た
め
、
豊
か
な
地
下
水
資
源
を
持
つ
地
域

で
、
人
口
70
万
人
の
熊
本
市
は
そ
の
水
道

水
源
が
１
０
０
％
地
下
水
で
維
持
さ
れ
て

い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
で
す
。

　

熊
本
市
と
周
辺
11
市
町
村
は
、
こ
の
地

下
水
資
源
の
持
続
的
利
用
の
た
め
に
全
国

に
先
駆
け
た
精
力
的
な
地
下
水
行
政
を
進

め
て
い
ま
す
。
阿
蘇
火
山
山
麓
に
広
が
る

火
砕
流
帯
に
豊
富
に
蓄
え
ら
れ
る
地
下
水

で
す
が
、
地
下
水
量
の
長
期
的
な
低
減
傾

向
と
硝
酸
性
窒
素
濃
度
の
増
加
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
町
村

の
枠
を
越
え
た
地
方
行
政
で
の
地
下
水
の

持
続
的
管
理
を
め
ざ
し
た
対
応
を
始
め
て

い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
熊
本
市
で
は
、
地
下
水
の

水
量
と
水
質
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
不
可

欠
な
地
域
住
民
の
水
に
対
す
る
意
識
を
改

革
・
啓
蒙
す
る
た
め
の
仕
組
み
と
し
て
、

『
く
ま
も
と
「
水
」
検
定
』
を
行
っ
て
い

ま
す
。

熊本の地下水と水管理
総合地球環境学研究所　中野孝教教授

　

西
条
市
の
山
地
全
体
か
ら
採
水
し
た
３

０
０
以
上
の
河
川
水
と
、
今
年
の
２
月
か

ら
３
月
に
か
け
「
西
条
市
地
下
水
の
健
康

診
断
（
千
の
水
を
採
っ
て
）
」
と
称
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て
集
ま
っ

た
平
野
部
の
１
０
３
２
地
点
の
地
下
水
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
分
を
分
析
し
、

互
い
に
比
較
し
た
結
果
、
こ
れ
ま
で
困
難

で
あ
っ
た
地
下
水
脈
の
姿
を
、
世
界
で
も

最
も
高
い
精
度
で
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
「
う
ち
ぬ
き
」
は
他
の
地
下
水

と
異
な
り
、
山
地
で
か
ん
養
さ
れ
た
水
が

西
条
平
野
の
地
下
水
プ
ー
ル
に
注
ぎ
こ
ん

で
生
ま
れ
た
、
た
い
へ
ん
貴
重
で
珍
し
い

水
で
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
地
域
や
地
球
規
模
の
人
間
活
動

の
影
響
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
地
下
水
に
表

れ
て
お
り
、
「
う
ち
ぬ
き
」
も
そ
の
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

西
条
の
豊
か
で
良
質
な
地
下
水
を
未
来

の
世
代
に
伝
え
る
た
め
に
は
山
地
全
体
の

保
全
と
と
も
に
、
今
回
の
成
果
を
生
か
し

た
水
診
断
を
継
続
し
て
実
施
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

千の水が診るうちぬきの未来

総合地球環境学研究所　谷口真人教授
　

世
界
人
口
の
３
分
の
１
以
上
が
水
資
源

を
地
下
水
に
依
存
す
る
中
、
日
本
で
は
西

条
市
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
下
水
と
人

々
が
共
存
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り

ま
す
。

　

気
候
変
動
や
水
需
要
増
大
に
対
す
る
表

流
水
の
代
替
資
源
と
し
て
の
地
下
水
利
用

量
が
増
加
し
て
い
る
中
、
地
下
水
を
含
め

た
統
合
的
な
水
管
理
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
か
ん
養
・
流
動
・
流
出
と
い
う

流
動
系
を
な
す
地
下
水
の
科
学
は
、
見
え

な
い
水
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
特
に
モ
ン
ス
ー
ン
ア
ジ
ア
の
日

本
に
お
い
て
は
、
地
下
水
を
「
資
源
」
と

し
て
の
み
で
は
な
く
、
「
循
環
」
と
し
て

と
ら
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

物
理
・
化
学
的
な
指
標
を
用
い
た
調
査

を
行
い
、
塩
水
と
淡
水
の
地
下
水
流
動
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
西
条
の

地
下
水
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

し
た
。
見
え
な
い
地
下
で
つ
な
が
る
「
共

有
資
源
と
し
て
の
地
下
水
」
を
管
理
す
る

た
め
に
は
、
地
上
に
住
む
人
々
の
強
い
絆

が
必
要
で
す
。

地下水管理に向けた科学の現状と課題
愛媛大学農学部　高瀬恵次教授

　

雨
の
少
な
い
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
西
条

市
で
、
な
ぜ
地
下
水
が
豊
富
な
の
か
。
そ

れ
は
道
前
平
野
を
取
り
巻
く
山
々
に
降
っ

た
雨
の
多
く
が
加
茂
川
や
中
山
川
か
ら
地

下
水
に
伏
流
し
て
い
る
か
ら
で
す
。　
　

　

西
条
市
全
域
で
観
測
さ
れ
た
雨
の
量
を

調
べ
た
結
果
、
成
就
社
や
瓶
ケ
森
で
は
平

地
の
２
〜
３
倍
近
く
の
雨
が
降
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
河
川
水
と
な
っ

て
平
野
に
流
れ
込
み
、
一
部
は
表
流
水
と

し
て
、
残
り
の
多
く
は
伏
流
し
て
地
下
水

と
な
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
水
の
出
入
り
を
水
収
支
と

い
い
、
周
桑
平
野
で
は
生
活
用
水
や
農
業

用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
量
が
、
地

下
水
に
流
れ
込
む
水
量
の
お
よ
そ
４
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
は
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
地
下
水
利
用
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
下
水
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た

め
に
は
今
後
も
適
正
な
地
下
水
の
管
理
と

利
用
を
行
な
う
と
と
も
に
、
背
後
地
の
山

々
や
農
地
の
保
全
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

西条の水収支を見積もる

平
成
20
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
本
に
な
り
ま
し
た

未
来
へ
つ
な
ぐ
人
と
水　

―

西
条
か
ら
の
発
信―

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
編

創
風
社
出
版
発
行

定
価
一
二
六
○
円
（
税
込
）

西条市の地下水保全

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　環境計画係　℡0897－52－1221

　９月23日に総合文化会館で、地下水シンポジウム「未来に
つなぐ地下水の科学～水の都　西条からの発信～」を開催し
ました。
　西条市では、市民共通の財産である「地下水資源」を将来
にわたって確保するために、総合地球環境学研究所、愛媛大
学等と共同で、水に関する研究を実施してきました。
　平成20年９月のシンポジウム「水のつながりを考える～ふ
るさと西条のおいしい水を、未来へ～」以降の研究によって
明らかになった地下水の自然科学的成果を、市民の皆さんに
分かりやすく発表し、本市がめざす水環境都市に向けて、さ
まざまな視点から意見交換を行いました。
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未来につなぐ地下水の科学未来につなぐ地下水の科学
　目に見えない地下水の統合的管理のためには、かん養・流動・流出という
一連の地下水流動系を明らかにする必要があります。西条市と同じく水資源
を地下水に依存する熊本市では、地下水かん養源の推定とそれに基づいた水
源管理が行われ、行政界を越えた連携が始まっています。
　西条市では石鎚山系に降る雨を源とする「うちぬき」に代表される地下水
の恩恵を受けています。しかし家計の収支と同じように、水の収支を知らな
ければ、将来にわたる地下水の持続的利用は困難であり、収支を知るために
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そ
の
西
部
に

広
が
る
熊
本
平
野
は
、
年
２
０
０
０
㍉
以

上
の
降
水
量
と
火
砕
流
台
地
の
高
透
性
の

た
め
、
豊
か
な
地
下
水
資
源
を
持
つ
地
域

で
、
人
口
70
万
人
の
熊
本
市
は
そ
の
水
道

水
源
が
１
０
０
％
地
下
水
で
維
持
さ
れ
て

い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
都
市
で
す
。

　

熊
本
市
と
周
辺
11
市
町
村
は
、
こ
の
地

下
水
資
源
の
持
続
的
利
用
の
た
め
に
全
国

に
先
駆
け
た
精
力
的
な
地
下
水
行
政
を
進

め
て
い
ま
す
。
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蘇
火
山
山
麓
に
広
が
る

火
砕
流
帯
に
豊
富
に
蓄
え
ら
れ
る
地
下
水

で
す
が
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地
下
水
量
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長
期
的
な
低
減
傾

向
と
硝
酸
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窒
素
濃
度
の
増
加
と
い
う
課

題
を
抱
え
て
い
ま
す
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そ
の
た
め
市
町
村

の
枠
を
越
え
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地
方
行
政
で
の
地
下
水
の

持
続
的
管
理
を
め
ざ
し
た
対
応
を
始
め
て

い
ま
す
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そ
の
中
で
も
熊
本
市
で
は
、
地
下
水
の

水
量
と
水
質
を
守
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
不
可

欠
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地
域
住
民
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水
に
対
す
る
意
識
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改

革
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す
る
た
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の
仕
組
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行
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す
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熊本の地下水と水管理
総合地球環境学研究所　中野孝教教授
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市
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全
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３
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今
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方
、
地
域
や
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規
模
の
人
間
活
動

の
影
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ま
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ま
な
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で
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下
水
に
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て
お
り
、
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」
も
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の
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で
は
あ
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ま
せ
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未
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の
世
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が

あ
り
ま
す
。

千の水が診るうちぬきの未来
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世
界
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の
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の
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以
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が
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を
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す
る
中
、
日
本
で
は
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よ
う
に
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と
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を
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い
、
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の
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水
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こ
と
に
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地
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と
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が
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地
上
に
住
む
人
々
の
強
い
絆

が
必
要
で
す
。

地下水管理に向けた科学の現状と課題
愛媛大学農学部　高瀬恵次教授

　

雨
の
少
な
い
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
西
条

市
で
、
な
ぜ
地
下
水
が
豊
富
な
の
か
。
そ

れ
は
道
前
平
野
を
取
り
巻
く
山
々
に
降
っ

た
雨
の
多
く
が
加
茂
川
や
中
山
川
か
ら
地

下
水
に
伏
流
し
て
い
る
か
ら
で
す
。　
　

　

西
条
市
全
域
で
観
測
さ
れ
た
雨
の
量
を

調
べ
た
結
果
、
成
就
社
や
瓶
ケ
森
で
は
平

地
の
２
〜
３
倍
近
く
の
雨
が
降
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
河
川
水
と
な
っ

て
平
野
に
流
れ
込
み
、
一
部
は
表
流
水
と

し
て
、
残
り
の
多
く
は
伏
流
し
て
地
下
水

と
な
っ
て
、
私
た
ち
の
生
活
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
水
の
出
入
り
を
水
収
支
と

い
い
、
周
桑
平
野
で
は
生
活
用
水
や
農
業

用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
量
が
、
地

下
水
に
流
れ
込
む
水
量
の
お
よ
そ
４
分
の

１
か
ら
３
分
の
１
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
こ
の
地
域
で
は
収
支
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
地
下
水
利
用
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
地
下
水
を
未
来
に
残
し
て
い
く
た

め
に
は
今
後
も
適
正
な
地
下
水
の
管
理
と

利
用
を
行
な
う
と
と
も
に
、
背
後
地
の
山

々
や
農
地
の
保
全
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

西条の水収支を見積もる

平
成
20
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
本
に
な
り
ま
し
た

未
来
へ
つ
な
ぐ
人
と
水　

―

西
条
か
ら
の
発
信―

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
編

創
風
社
出
版
発
行

定
価
一
二
六
○
円
（
税
込
）

西条市の地下水保全

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　環境計画係　℡0897－52－1221

　９月23日に総合文化会館で、地下水シンポジウム「未来に
つなぐ地下水の科学～水の都　西条からの発信～」を開催し
ました。
　西条市では、市民共通の財産である「地下水資源」を将来
にわたって確保するために、総合地球環境学研究所、愛媛大
学等と共同で、水に関する研究を実施してきました。
　平成20年９月のシンポジウム「水のつながりを考える～ふ
るさと西条のおいしい水を、未来へ～」以降の研究によって
明らかになった地下水の自然科学的成果を、市民の皆さんに
分かりやすく発表し、本市がめざす水環境都市に向けて、さ
まざまな視点から意見交換を行いました。
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９
月
定
例
会
は
１
日
～
17
日
の

17
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条
例

案
・
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
４
月
１
日
を
も
っ
て

民
間
事
業
者
へ
移
譲
す
る
こ
と
と

な
っ
た
次
の
５
施
設
に
つ
い
て
、

移
譲
先
選
定
事
業
者
で
あ
る
社
会

福
祉
法
人
「
聖
風
会
」
に
、
同
施

設
の
建
物
等
を
無
償
譲
渡
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
６
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

移
譲
す
る
施
設

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

明
水
荘

○
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

石
燧
園

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

道
前
荘

○
知
的
障
害
者
更
生
施
設

　

道
前
育
成
園

○
知
的
障
害
者
更
生
施
設
・
知
的

　

障
害
児
施
設　

東
予
学
園

西
条
市
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理
条
例
に

つ
い
て

　

西
条
西
部
公
園
内
の
旧
青
少
年

セ
ン
タ
ー
を
改
修
し
、
ス
ポ
ー
ツ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

す
る
こ
と
に
伴
い
、
新
た
に
条
例

を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

一
般
会
計
（
第
４
回
）

○
補
正
額　

３
億
４
５
８
１
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　

４
０
０
億
９
２
０
４
万
円

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
商
工
の
振
興
】

○
西
条
紺
屋
町
商
店
街
整
備
支
援

　

事
業　
　
　
　

７
５
０
０
万
円

【
環
境
保
全
対
策
】

○
道
前
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設

　

整
備
事
業　
　

３
２
５
２
万
円

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

　

導
入
促
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

１
４
９
１
万
円

【
都
市
基
盤
の
整
備
】

○
第
２
期
中
央
地
区
ま
ち
づ
く
り

　

基
盤
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　

５
０
４
３
万
円

【
農
林
業
の
振
興
】

○
湛
水
防
除
事
業　

６
０
０
万
円

○
農
作
物
被
害
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

２
１
７
万
円

○
森
林
整
備
担
い
手
確
保
育
成
対

　

策
事
業　
　
　
　

５
５
３
万
円

【
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
】

○
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
整
備
事
業　

８
０
０
万
円

【
教
育
施
設
の
充
実
】

○
特
別
支
援
学
級
開
設
に
伴
う
校

　

舎
改
修
事
業　

１
６
６
０
万
円

【
地
域
情
報
化
の
推
進
】

○
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
共
聴
施
設

　

整
備
事
業　
　
　

４
４
３
万
円

老
人
保
健
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　

１
３
１
１
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

２
１
４
２
万
円

介
護
保
険
特
別
会
計

○
補
正
額　
　

３
億
８
４
５
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

98
億
９
３
１
３
万
円

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

２
０
３
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

１
億
４
０
４
３
万
円

小
規
模
下
水
道
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　
　
　

31
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

６
４
４
３
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別

会
計

○
補
正
額　
　
　

２
３
５
４
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

２
億
１
５
５
万
円

小
松
地
域
交
流
事
業
特
別
会
計

○
補
正
額　
　
　
　

１
１
５
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　

２
億
４
１
９
２
万
円

ボランティア功労
　長年にわたり、手話通訳ボランティアとして
各種行事に参加するとともに、養成講座を通じ
て多くの手話通訳者を育成され、手話の普及に
多大な貢献をされています。

　昭和17年から40年の長きにわたり、学校教育に携わり、
児童の健全育成に努力されるとともに、義務教育の伸展に
多大な貢献をされました。
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森
林
は
地
球
温
暖
化
の
防
止
、

土
砂
災
害
の
防
止
、
水
源
か
ん
養

な
ど
多
く
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
木
は
光
合
成
に
よ
っ
て
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
し
固
定
化
し
て

成
長
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
防

止
や
循
環
型
社
会
の
形
成
に
資
す

る
再
生
可
能
な
資
源
で
す
。

　

当
市
域
は
約
７
割
を
森
林
が
占

め
て
お
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
戦

後
に
植
林
さ
れ
た
人
工
林
で
、
伐

採
が
可
能
な
成
熟
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
木
材
が
適
正
に
伐
採
・
利

用
さ
れ
ず
、
更
新
さ
れ
な
い
こ
と

で
、
森
林
資
源
の
持
続
性
が
危
惧

さ
れ
て
い
ま
す
。
伐
採
さ
れ
ず
、

手
つ
か
ず
の
人
工
林
は
森
林
と
し

て
の
力
が
衰
え
、
森
林
の
保
水
機

能
の
低
下
、
土
砂
崩
れ
や
洪
水
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
締
結
を
契
機
に
、

生
物
材
料
科
学
専
攻
の
知
見
を
十

分
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
木

材
の
利
用
促
進
、
社
会
資
本
と
し

て
の
森
林
維
持
や
林
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
よ
う
、
連
携
活
動
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
生
物
材
料

科
学
専
攻
と
西
条
市
と
の
間
で
「
地
域
交
流
協
定
」
を
締
結
す
る

こ
と
と
な
り
、
生
物
材
料
科
学
専
攻
の
安
藤
直
人
教
授
出
席
の
も

と
、
10
月
４
日
に
市
庁
舎
で
調
印
式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
木
材
活
用
お
よ
び
地
域
に
関
す
る
分
野
に
お
け
る

双
方
の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
、
森
林
資
源
の
活
用
・
整
備
、
木

材
の
利
用
促
進
、
環
境
教
育
な
ど
に
つ
い
て
、
相
互
の
協
力
と
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

協
定
書
に
調
印
す
る
安
藤
直
人
教
授
と
伊
藤

市
長
（
右
写
真
）。
今
後
の
連
携
活
動
に
向
け
、

調
印
後
に
交
わ
さ
れ
た
固
い
握
手
（
上
写
真
）。

▲今年２月に開催した「木のまち・木のいえリレ
　ーフォーラムin西条」で講演される安藤教授

東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科

生
物
材
料
科
学
専
攻
と
西
条
市
が

地
域
交
流
協
定
を
締
結木

材
の
利
用
促
進
と

持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す

　

生
物
材
料
科
学
専
攻
は
、
持
続

的
に
安
定
し
た
環
境
共
生
社
会
を

構
築
す
る
た
め
、
植
物
資
源
を
中

心
と
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
（
生
物
資

源
）
か
ら
有
用
物
質
に
変
換
す
る

プ
ロ
セ
ス
技
術
や
、
そ
れ
ら
の
効

率
的
生
産
を
展
開
す
る
た
め
の
基

礎
科
学
と
応
用
技
術
の
追
求
を
目

的
と
し
て
研
究
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
２
月
に
当
市
で
開
催
し
た

「
木
の
ま
ち
・
木
の
い
え
リ
レ

ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
西
条
」
で
は
、

「
四
国
は
一
つ
…　

材
木
資
源
情

報
の
集
中
と
発
信
」
を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
、
安
藤
教
授
を
は
じ
め
、

多
く
の
講
師
に
、
木
材
利
用
の
促

進
と
普
及
な
ど
に
つ
い
て
指
導
・

提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

安
藤
教
授
は
、
森
林
資
源
を
次

の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
、
成
熟

し
た
森
林
を
伐
採
し
植
樹
を
行
う

「
循
環
型
資
源
」
と
し
て
の
活
用

と
、
地
域
材
の
供
給
拡
大
を
図
る

た
め
、
積
極
的
な
情
報
発
信
の
必

要
性
を
唱
え
ら
れ
ま
し
た
。
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●場　　所　　三芳地内（現地案内図参照）
●区 画 数　　８区画
●用途地域　　第１種低層住居専用地域
●建ぺい率　　50％以下
●容 積 率　　80％以下
●高さ制限　　10ｍ以下
　　　　　　　※道路斜線制限、北側斜線制限あり
●小中学校　　三芳小学校および河北中学校
●上 水 道　　西条市上水道
●電　　気　　四国電力（電柱方式）
●ガ　　ス　　各戸プロパンガス
●生活排水　　小型合併処理浄化槽
●道　　路　　市道幅員4.2ｍ～6.0ｍ
　　　　　　　宅地内道路幅員4.5ｍ～6.2ｍ
●最寄りの各施設までの距離
・市役所東予総合支所まで約3.9㎞
・市役所三芳出張所まで約800ｍ
・三芳郵便局まで約700ｍ
・三芳小学校まで約300ｍ
・河北中学校まで約200ｍ
・ＪＲ伊予三芳駅まで約1.0㎞
・最寄りの金融機関まで約400ｍ
・最寄りの病院まで約500ｍ

▼ 分譲地の概要 ▼ ▼ 分譲平面図 ▼▼ 現地案内図 ▼

分譲価格表　坪当たり約 90,000 ～ 94,000 円

２９

区画
番号 区 画 面 積 分 譲 価 格

231.42㎡（70.00坪） 6,572,300円

２８ 193.65㎡（58.57坪） 5,286,600円

２５ 188.85㎡（57.12坪） 5,212,200円

２４ 187.97㎡（56.86坪） 5,187,900円

２１ 198.19㎡（59.95坪） 5,410,500円

１７ 222.23㎡（67.22坪） 6,133,500円

１３ 200.90㎡（60.77坪） 5,544,800円

７ 249.42㎡（75.44坪） 6,883,900円

●

●

●
●

　西条市土地開発公社では、三芳地区内において分譲中の
住宅地「ハーモニーハイツ三芳Ⅱ工区」８区画の分譲価格
などの見直しを行いました。
　新たに、単身の方でも申し込みができるようになり、ま
た、１世帯２区画まで購入できるようになりました。

■申込資格
　自己の居住の用に供する宅地を必要とし、５年以内に住宅を
建築できる方。
■申込期間
　11月15日㈪～21日㈰　受付：８時30分～17時15分
■申込方法
　申込書は西条市土地開発公社（市庁舎別館用地課内）、各総
合支所建設管理課で、11月１日㈪から配布します。
　申込書に住民票謄本を添えて、西条市土地開発公社または各
総合支所建設管理課へお申し込みください。ただし、11月20日
㈯・21日㈰は、西条市土地開発公社のみの受付となります。
■分譲の決定方法
　申込期間内に、申込者が１区画に対して２名以上の場合は、
公開抽選（１名の場合は選考）で決定します。なお、申込期間
終了後は、申し込み受付順に選考のうえ決定します。
■問合せ
　西条市土地開発公社（市庁舎別館２階　用地課内）
　℡0897－52－1349
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誰
し
も
子
ど
も
の
こ
ろ
に
絵
本

を
読
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち
に
絵
本

や
昔
話
な
ど
の
読
み
聞
か
せ
を
し

て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
お

は
な
し
松
っ
こ
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　
「
お
は
な
し
松
っ
こ
」
は
、
小

松
温
芳
図
書
館
で
毎
月
お
は
な
し

会
を
開
催
し
て
お
り
、
毎
回
20
人

か
ら
50
人
く
ら
い
の
親
子
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

　

季
節
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て

読
み
聞
か
せ
の
内
容
を
考
え
て
お

り
、
絵
本
だ
け
で
な
く
、
歌
い
な

が
ら
み
ん
な
で
で
き
る
手
遊
び
や
、

パ
ネ
ル
に
手
作
り
の
人
形
を
貼
り

付
け
な
が
ら
お
話
を
す
る
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
な
ど
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
も
引
き
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
牛
乳
パ
ッ
ク
や
折
り

紙
を
使
っ
て
お
も
ち
ゃ
を
作
る
お

も
ち
ゃ
教
室
や
、
親
子
読
書
会
を

開
い
た
り
、
こ
ど
も
の
日
や
ク
リ

ス
マ
ス
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、

簡
単
な
折
り
紙
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
市
内
の
保
育
所
等

で
の
お
は
な
し
会
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

代
表
の
河
渕
律
子
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
孫
に
絵

本
を
読
ん
で
い
る
時
に
、
読
み
聞

か
せ
を
通
じ
て
も
っ
と
子
ど
も
た

ち
に
絵
本
に
親
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
活
動
を
し
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
」

　
「
最
初
は
西
条
地
区

の
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー

プ
で
活
動
し
て
い
ま
し

た
が
、
小
松
温
芳
図
書

館
の
方
に
誘
わ
れ
平
成

18
年
４
月
か
ら
お
は
な

し
会
を
始
め
、
翌
年
６

月
に
は
手
伝
っ
て
く
れ

る
方
と
『
お
は
な
し

松
っ
こ
』
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
」

　

「
お
話
を
す
る
時
に

気
を
つ
け
て
い
る
の
は
、
文
字
ど

お
り
に
絵
本
を
読
む
の
で
は
な
く

絵
か
ら
言
葉
を
引
き
出
す
こ
と
、

聞
き
手
の
子
ど
も
た
ち
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
進

め
る
こ
と
、
そ
し
て
一
番
大
切
な

の
は
真
心
を
込
め
て
読
む
こ
と
で

す
」

　
「
お
話
を
聞
き
な
が
ら
子
ど
も

た
ち
は
た
く
さ
ん
の
知
識
を
吸
収

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私
も
子
ど

も
た
ち
か
ら
返
っ
て
く
る
笑
顔
や

言
葉
か
ら
、
生
き
る
パ
ワ
ー
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
読

み
聞
か
せ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
感
じ
た
り
親
子
の
読
み
聞
か

せ
の
一
助
に
な
れ
た
ら
、
そ
し
て

子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
た

ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、
笑
顔

で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
お
は
な
し
松
っ
こ
」
の
方
に

た
く
さ
ん
の
絵
本
を
真
心
を
込
め

て
読
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
を

心
に
刻
ん
で
い
き
ま
す
。
お
母
さ

ん
の
膝
の
上
で
聞
く
子
ど
も
た
ち

は
、
体
に
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が

ら
、
心
に
楽
し
い
思
い
出
を
残
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
お
母
さ
ん
も
読
み
聞
か

せ
の
楽
し
さ
を
経
験
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
へ
の
絵
本
の
大

切
さ
や
面
白
さ
を
学
び
ま
す
。
そ

れ
は
家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
に
も

活
か
さ
れ
、
親
子
が
向
き
合
う
時

間
を
増
や
し
、
絆
を
深
め
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

▲親子一緒に絵本の世界に引き込まれます

▲おもちゃ教室では動くおもちゃづくりに挑戦！

　　　小さなお子さんから大人まで、
　　　ワクワクドキドキの影あそびの世界に
　　　ぜひご参加ください。お待ちしています。
○日　時：12月４日㈯　13時30分～14時30分
○場　所：小松公民館２階ホール
○問合せ：おはなし松っこ　代表・河渕
　　　　　℡0898－72－2852

影あそび劇「イソポさんのおくりもの」を
　　　　　　　　　クリスマス会を兼ねて開催！

　各総合支所管内での身近な出来事や話題などを毎月お知らせする
コーナーです。今月は小松総合支所から「読み聞かせボランティア
団体の活動」について紹介します。

小松総合支所　　〒799－1198　小松町新屋敷甲496番地
　　　　　　　　℡0898－72－2111　　℻0898－72－4048

▲子どもたちの反応を見ながら話す河渕代表 ( 中央 )

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
松
っ
こ
」
の
活
動

広報さいじょう　2010　11月号9
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定
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
参
加
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
詳
し
く
は
ＴＥＬ

０
９
０

－

２
７
８
１

－

６
４
５
８

（
武
田
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
き
た
い
。

　
「
今
後
も
多
く
の
女
性
が
笑
顔

に
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

き
た
い
」
武
田
代
表
自
身
も
笑
顔

で
前
進
し
て
い
る
。

　

   （
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

堤
）

■
好
評
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

　
「
パ
ソ

コ
ン
を
通

じ
て
、
毎

日
を
キ
ラ

キ
ラ
と
し

た
笑
顔
で

過
ご
す
き

っ
か
け
を

提
供
し
た
い
」
と
、
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ

Ｅ
セ
レ
ン
ゲ
テ
ィ
の
武
田
敏
江
代

表
は
語
る
。

　

武
田
代
表
は
大
阪
で
服
飾
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
働
い
た
後
帰
省
し
、

新
居
浜
市
を
中
心
に
パ
ソ
コ
ン
講

師
と
し
て
約
20
年
間
に
わ
た
っ
て

活
躍
す
る
傍
ら
、
受
講
者
個
々
の

ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
学
べ
る
教
室
を
提
供
し
よ
う

と
、
平
成
17
年
に
創
業
を
決
意
し

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
に
入
居
し
た
。

　

明
る
く
清
潔
感
の
あ
る
教
室
で
、

好
き
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
リ
ラ

ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
個
人
レ
ッ

ス
ン
は
好
評
で
、
ク
チ
コ
ミ
に
よ

っ
て
女
性
を
中
心
に
幅
広
い
年
齢

層
か
ら
の
受
講
者
が
集
ま
っ
て
い

る
。

■
パ
ソ
コ
ン
は
楽
し
い
ツ
ー
ル

　

武
田
代
表
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
経

験
を
活
か
し
て
、
お
し
ゃ
べ
り
や

ブ
ラ
ン
チ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
パ

ソ
コ
ン
を
使
い
お
気
に
入
り
の
写

真
や
イ
ラ
ス
ト
が
入
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
ギ
フ
ト
バ
ッ
グ
や
ス
ト
ラ

ッ
プ
な
ど
を
作
る
「
Ｐ
Ｃ
カ
フ

ェ
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。

参
加
者
か
ら
は
「
パ
ソ
コ
ン
の
楽

し
い
利
用
方
法
を
知
っ
た
」「
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お
し
ゃ
べ
り

で
友
達
が
で
き
た
」
と
評
判
も
上

々
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

手
作
り
し
た
品
物
は
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
用
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い
る

そ
う
で
、
11
月
下
旬
に
は
ク
リ
ス

マ
ス
用
の
ギ
フ
ト
バ
ッ
グ
を
作
る

「
Ｐ
Ｃ
カ
フ
ェ
」
の
開
催
が
予

開
催
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

知
財
経
営
導
入
に
意
欲
的
な
企

業
の
経
営
者
・
経
営
幹
部
・
開
発

担
当
者
（
10
社
程
度
）

■
講
師

　

土
生
哲
也
弁
理
士
（
土
生
特
許

　

も
の
づ
く
り
中
小
企
業
が
国
際

競
争
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
独

自
性
の
高
い
技
術
開
発
と
知
的
財

産
戦
略
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
市
で

は
知
的
財
産
を
経
営
に
活
か
す
仕

組
み
と
、
実
践
す
る
方
策
を
習
得

す
る
勉
強
会
「
西
条
知
財
塾
」
を

事
務
所
代
表
）・
木
戸
基
文
弁
理

士
（
木
戸
弁
理
士
事
務
所
代
表
）

■
会
場

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー　

■
時
間　

19
時
～
21
時
（
全
６
回
）

■
申
込
期
限
　
11
月
10
日
㈬

■
申
込
先

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　

も
の
づ
く
り
支
援
課　

　

産
業
情
報
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

０
０
１
０

▲事業について語る武田代表

▲ＰＣカフェで作ったギフトバッグ
　　　　　　　　　　　   イラスト by ＳＥＩＫＯ

楽
し
み
な
が
ら
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
が
身
に
付
き
ま
す 

入居企業紹介
v o l . 3

Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ  

セ
レ
ン
ゲ
テ
ィ

　サイクス（ＳＩＣＳ）は、産業情報支援
センターの運営組織である、㈱西条産業情
報支援センターの愛称です。
　今月は、事業の拡大をめざしてサイクス
のインキュベータ室に入居している企業の
活動状況などを紹介します。

71

西
条
知
財
塾
を
開
催
し
ま
す

国
際
競
争
時
代
を
知
的
財
産
戦
略
で

「西条知財塾」開催予定
　○第１回　11月12日㈮
　　　総論：知的財産は経営の役に立つのか？
　○第２回　11月25日㈭
　　　目的：知財活動の目的・位置付けの設定
　○第３回　12月２日㈭
　　　実務：知財知識の獲得と応用
　○第４回　12月９日㈭
　　　体制：知財活動実践のための仕組みづくり
　○第５回　１月13日㈭
　　　実践：知財を活用した事業計画の作成演習
　○第６回　１月27日㈭
　　　発表：我が社の事業戦略　　
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災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
高
齢

者
や
障
害
者
な
ど
の
方
は
自
力
で

安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
、
大
き
な
被
害
を
受

け
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
災
害
時
要
援
護

者
」
の
方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
す
た
め
、
市
で
は
、
地
域
の
要

援
護
者
を
平
常
時
か
ら
把
握
し
、

災
害
時
の
避
難
支
援
等
の
体
制
を

構
築
す
る
「
災
害
時
要
援
護
者
支

援
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
制
度
の
対
象
者

　

災
害
時
に
お
い
て
地
域
の
支
援

を
希
望
す
る
方
で
、
支
援
を
受
け

る
た
め
に
必
要
な
個
人
情
報
を
、

民
生
児
童
委
員
、
自
主
防
災
組
織

（
自
治
会
）、
消
防
団
へ
提
供
す
る

こ
と
に
同
意
し
た
方

■
地
域
で
の
支
援
内
容

○
平
常
時　

要
援
護
者
を
把
握
す

　

る
た
め
の
名
簿
登
録
な
ど

○
災
害
時　

要
援
護
者
の
安
否
確

　

認
、
避
難
誘
導
な
ど

■
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

市
は
、
地
域
で
助
け
合
う
仕
組

み
作
り
の
援
助
を
行
い
ま
す
。
制

度
の
説
明
会
開
催
を
希
望
さ
れ
る

自
主
防
災
組
織
（
自
治
会
）
は
、

担
当
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
危
機
管

理
課　

危
機
管
理
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
８
２

　

消
火
器
は
圧
力
容
器
で
す
。
本

体
容
器
や
キ
ャ
ッ
プ
に
サ
ビ
、
変

形
、
傷
の
あ
る
も
の
は
、
薬
剤
の

放
出
時
に
破
裂
し
て
事
故
と
な
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に

使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
破
裂
の
恐
れ
の
あ
る
消
火
器

○
製
造
後
８
年
以
上
経
過
し
て
い

　

る
。（
消
火
器
交
換
の
目
安
は

　

約
８
年
で
す
）

○
キ
ャ
ッ
プ
（
首
の
部
分
）
や
底

　

部
が
サ
ビ
つ
い
て
い
る
。（
事

　

故
の
多
く
は
サ
ビ
に
よ
る
腐
食

　

が
原
因
で
す
）

○
本
体
に
へ
こ
み
や
変
形
が
あ
る
。

■
消
火
器
の
廃
棄
方
法

　

消
火
器
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、

自
分
で
薬
剤
を
放
出
し
た
り
、
分

解
し
た
り
せ
ず
、
必
ず
専
門
の
業

者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

不
燃
物
ご
み
と
し
て
の
回
収
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　

消
防
本
部
予
防
課　

予
防
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

災害時要援護者を
救うには、地域で
助け合う皆さんの
「力」が必要です。

消火器の不適正な
訪問販売・点検に
ご注意ください。

■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

地
域
で
助
け
合
う
仕
組
み
づ
く
り
を
！

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度

老
朽
化
消
火
器
の
事
故
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　この運動は、火災が発生しやすい気候となる時期を迎えるに当たり、
火災予防思想の一層の普及を図り、火災による死傷者および財産の損失
を防ぐことを目的として、毎年「119番の日」である11月９日から１週
間の日程で実施されています。
　消防本部では、防火ポスターによる啓発や商店街の立入検査を行うと
ともに、事業所対抗の屋外消火栓操法大会等の行事を計画しています。

重点目標
★住宅防火対策の推進
★放火火災・連続放火火災防止対策の推進
★特定防火対象物等における防火安全対策の徹底
★製品火災の発生防止に向けた取り組みの推進

　体の不自由な方や高齢の方などの世帯で、
住宅用火災警報器の取り付けが困難な場合は
消防職員が出向いて、取り付けをサポートし
ます。お気軽に消防本部へご連絡ください。
連絡先　消防本部予防課　℡0897－56－0251

　住宅用火災警報器は、
新築住宅はすでに設置が
義務化され、既存住宅も
平成23年５月31日までに
設置が必要です。

住宅用火災警報器の取り付けを
消防職員がサポートします

逃げ遅れを防ぐため
住宅用火災警報器を設置しましょう
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市
で
は
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

に
対
し
て
、
失
わ
れ
た
（
低
下
し

た
）
機
能
を
補
う
た
め
の
補
装
具

を
交
付
・
修
理
し
て
い
ま
す
。

■
補
装
具
の
種
類

○
肢
体
不
自
由

　

車
い
す
、
電
動
車
い
す
、
義
肢
、

装
具
、
歩
行
補
助
杖
な
ど

○
視
覚
障
害

　

白
杖
、
弱
視
眼
鏡
な
ど

○
聴
覚
障
害　

補
聴
器

■
自
己
負
担

　

原
則
と
し
て
、
交
付
・
修
理
に

要
す
る
費
用
の
１
割
負
担
（
世
帯

の
課
税
状
況
に
よ
っ
て
、
上
限
額

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
）

■
注
意
事
項

　

交
付
さ
れ
る
補
装
具
は
、
障
害

程
度
や
年
齢
な
ど
で
本
人
の
状
態

に
合
致
し
た
も
の
と
な
る
た
め
、

希
望
さ
れ
た
も
の
と
異
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
に
お

い
て
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
納
付
し
た
国
民

年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、
申
告
の
際
に
保
険
料
の

納
付
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
年
金
機
構
で
は
保
険
料
の

納
付
を
証
明
す
る
資
料
と
し
て
、

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険

料
）
控
除
証
明
書
」
を
11
月
上
旬

ま
た
は
翌
年
２
月
上
旬
に
お
送
り

し
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告

の
際
に
は
、
こ
の
控
除
証
明
書
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
控
除
証
明
書
の
送
付
対
象
者

○
11
月
送
付
対
象
者

　

今
年
１
月
１
日
～
９
月
30
日
の

間
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

さ
れ
た
方

○
翌
年
２
月
送
付
対
象
者

　

今
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
の

間
に
、
そ
の
年
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

■
領
収
証
書
は
大
切
に
！

　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど
で
納

付
が
遅
れ
る
と
、
控
除
証
明
書
の

証
明
額
に
記
載
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
は
領
収
証

書
で
控
除
額
を
自
己
申
告
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
領
収
証
書
は

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７

○
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
控
除
証
明
書
専

　

用
ダ
イ
ヤ
ル

ＴＥＬ
０
３

－

６
７
０
０

－

１
１
３
０

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

■
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
の
受
付
期
間

　

11
月
１
日
㈪
～
平
成
23
年
３
月

15
日
㈫
（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

○
月
曜
日　

８
時
30
分
～
19
時

○
火
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

○
第
２
土
曜
日

　

９
時
30
分
～
16
時

19
日　

市
県
民
税
第
３
期
分
、
国

　

民
健
康
保
険
税
第
４
期
分
の
督

　

促
状
の
発
送

30
日　

国
民
健
康
保
険
税
第
５
期

　

分
の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
１
０
０
円

　

の
督
促
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
方
の

補
装
具
を
交
付
・
修
理
し
ま
す

国
民
年
金
の
社
会
保
険
料
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す

11
月
の
市
税
ご
よ
み

　ｅＬＴＡＸ（エルタックス）は、地方税における手続
きを、インターネットを通じて行うシステムです。
　市では、エルタックスを利用した市税の電子申告サー
ビスを12月20日㈪から開始します。
　エルタックスを利用しての申告は、インターネットを
経由して手続きを行うため、市役所窓口へ出向いたり、
郵送をする必要がなくなります。特に事業所や税理士な
どの方にとっては、申告が大変便利になります。
　申告方法など詳しくは、エルタックスホームページを
ご覧ください。

エルタックスのアドレス　http://www.eltax.jp/

利用時間　８時30分～20時（土・日曜日、祝日、年末年始除く）

エルタックスで利用できる手続き

個人住民税
（特別徴収）

法人住民税

固定資産税

給与支払報告書など

税　　目 手　続　き 担　当　課

償却資産申告書

法人市民税申告書（中
間・予定・確定・修正
申告など）

市庁舎本館
市民税課
℡0897－52－1317

市庁舎本館
資産税課
℡0897－52－1325

　社員、従業員、アルバイトなど１人でも雇っている
事業主は、労働保険（労災・雇用）に加入する義務が
あります。事業主の方は、忘れず加入しましょう。
労働保険についてのご相談・問合せ
○愛媛労働局労働保険徴収室　℡089－935－5202
○最寄りの労働基準監督署またはハローワーク
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心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
児
童
を

監
護
す
る
父
親
か
母
親
、
養
育
者

に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

■
受
給
資
格

○
児
童
が
障
害
を
受
給
事
由
と
す

　

る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
な
い

　

こ
と

○
障
害
者
が
20
歳
未
満
で
あ
り
、

　

法
律
で
定
め
る
程
度
の
状
態
で

　

あ
る
こ
と

○
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に

　

入
所
し
て
い
な
い
こ
と

○
監
護
す
る
人
の
所
得
が
限
度
額

　

を
超
え
て
い
な
い
こ
と

■
支
給
金
額

○
障
害
の
程
度
が
１
級
の
場
合

　

月
額
５
万
７
５
０
円

○
障
害
の
程
度
が
２
級
の
場
合

　

月
額
３
万
３
８
０
０
円

■
現
況
届

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
は
、
年
１
回
の
所
得
状

況
届
が
必
要
で
す
。

■
申
請
先

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

離
婚
等
で
、
父
が
子
ど
も
を
監

護
し
、
か
つ
、
生
計
を
同
じ
く
し

て
お
り
、
所
得
要
件
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、

平
成
22
年
８
月
か
ら
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す

る
に
は
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村

へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
手
当
額
（
月
額
）

　

受
給
資
格
者
が
監
護
・
養
育
す

る
子
ど
も
の
数
や
受
給
資
格
者
の

所
得
等
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

児
童
１
人
の
場
合

○
全
部
支
給　

４
万
１
７
２
０
円

○
一
部
支
給

　

９
８
５
０
～
４
万
１
７
２
０
円

児
童
２
人
以
上
の
加
算
額

○
２
人
目　

５
０
０
０
円

○
３
人
目
以
降

　

１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

■
申
請
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　

手
当
の
支
給
開
始
は
申
請
月
の

翌
月
分
か
ら
で
す
が
、
平
成
22
年

７
月
31
日
ま
で
に
支
給
要
件
に
該

当
し
て
い
る
方
は
、
同
年
11
月
30

日
㈫
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
、
同
年

８
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
が
す
べ
て

そ
ろ
わ
な
い
と
、
申
請
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
申
請
に
必
要
な
書

類
は
、
申
請
者
に
よ
っ
て
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
を

し
て
い
な
い
方
は
、
至
急
、
担
当

課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

交
通
事
故
、
労
働
災
害
、
天
災

な
ど
で
生
計
を
維
持
し
て
い
た
父

母
等
が
死
亡
・
障
害
（
１
級
）
の

状
態
と
な
っ
た
児
童
の
福
祉
を
増

進
す
る
た
め
、
県
で
は
災
害
遺
児

福
祉
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

■
支
給
対
象

　

義
務
教
育
修
了
前
ま
た
は
高
等

学
校
に
在
学
す
る
遺
児
の
保
護
者

■
支
給
額
（
月
額
）

　

遺
児
１
人
に
つ
き
３
０
０
０
円

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
女
性
児
童
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

父
子
家
庭
の
皆
さ
ま
に
も
児
童

扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

災
害
遺
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

　公営住宅整備事業は市民生

活の安定と社会福祉の増進に

貢献することを目的として、

高齢者や障害者の皆さんが安

心して暮らすことのできる良

好な居住環境の整備に重点を

置いています。

　現在、建設中の「（仮称）宝来団地」は、平成23年３月に完成予

定です。入居募集につきましては、平成23年２月号の広報紙などで

お知らせする予定です。

■問合せ　市庁舎別館施設管理局　財産住宅係　℡0897－52－1561

団地名　（仮称）宝来団地
場　所　小松町新屋敷甲453番地（下図参照）
構造等　鉄筋コンクリート造　６階30戸
工　種　建物および外構整備工事など
完　成　平成23年３月予定
特　色
住戸型式：高齢者夫婦・単身者向け‥18戸
　　　　　障害者向け‥２戸
　　　　　一般世帯向け‥10戸
住戸規模：２ＤＫ～３ＬＤＫ
　　　　　バリアフリー化住宅
　　　　　エレベーターの設置
　　　　　駐車場（30区画）、駐輪場、児童遊園

事業の概要公営住宅整備事業

高齢者などにやさしい
住宅の建設を進めています

小松総合支所

国道11号

支所駐車場
宝来集会所

郵便局
銀 行

（仮称）宝来団地
建設地
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■
件
名

　

都
市
計
画
道
路
の
変
更
（
伊
予

西
条
駅
自
由
通
路
南
北
線
の
追
加

指
定
）

■
縦
覧
期
間

　

11
月
４
日
㈭
～
18
日
㈭

■
縦
覧
場
所
・
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
都
市
計
画
整
備
課

　

都
市
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
８

　

国
土
交
通
省
で
は
、
国
道
の
事

故
防
止
対
策
を
実
施
す
る
危
険
箇

所
を
選
定
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
主
に
、
国
道
に
お

い
て
皆
さ
ん
が
日
頃
危
険
と
感
じ

て
い
る
箇
所
を
回
答
い
た
だ
き
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
方
法

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答

　

国
土
交
通
省　

松
山
河
川
国
道

事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URLhttp://w
w

w
.skr.m

lit.go.jp/
m

atsuyam
/

○
郵
送
で
の
回
答

　

市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課
、
各

総
合
支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
に

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
設
置

■
調
査
期
間　

11
月
15
日
㈪
ま
で

■
問
合
せ

　

国
土
交
通
省　

松
山
河
川
国
道

事
務
所　

道
路
管
理
第
二
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
７
２

－

０
６
１
１

　

国
土
交
通
省
で
は
、
全
国
で
の

自
動
車
の
使
わ
れ
方
や
道
路
交
通

状
況
を
調
べ
る
道
路
交
通
セ
ン
サ

ス
（
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情
勢

調
査
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
の
一
つ
「
自
動
車
起

終
点
調
査
」
は
、
無
作
為
に
選
定

し
た
全
国
約
１
８
０
万
人
の
自
動

車
を
所
有
す
る
個
人
・
事
業
者
を

対
象
と
し
た
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
将
来
の
道
路

交
通
計
画
を
策
定
す
る
上
で
の
重

要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
調
査
の

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス　

サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
受
付
９
時
～
18

時
。
日
曜
・
祝
日
除
く
）

ＴＥＬ
０
１
２
０

－

０
０
３

－

１
２
５

URLh
ttp

://w
w

w
.m

lit.go.jp
/

road/h22census/

　

住
民
基
本
台
帳
（
住
民
票
）
は

住
民
の
居
住
関
係
の
公
証
、
選
挙

人
名
簿
の
登
録
、
そ
の
ほ
か
住
民

に
関
す
る
事
務
処
理
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
暮
ら
し
の
中
で
使
用
し
た
り
、

権
利
や
義
務
を
履
行
し
た
り
す
る

た
め
、
常
に
正
確
に
記
録
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
届

出
は
、
原
則
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

届
出
に
よ
っ
て
適
正
に
管
理
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
届
出
、
転
入
・
転
出
届
、

市
内
転
居
、
世
帯
主
変
更
な
ど
の

届
出
は
、
適
正
に
行
う
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

※
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
の
学
生

　

が
親
元
を
離
れ
た
場
合
は
、
居

　

住
す
る
修
学
地
が
生
活
の
本
拠

　

地
と
な
る
た
め
、
住
所
の
変
更

　

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
市
民
生

活
課　

市
民
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
１

西
条
都
市
計
画
道
路
の

変
更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
に

ご
協
力
を
！

国
道
の
事
故
防
止
危
険
箇
所

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
！

　今年度の発掘調査で、古代山城では鬼ノ城（岡山
県総社市）に次いで国内２例目となる、鍛冶炉やそ
れに伴う遺物が確認されました。
　この調査成果を現地で一般公開します。

問合せ　市庁舎別館社会教育課
　　　　歴史文化振興係　℡0897－52－1628

※駐車場は世田薬師栴檀寺の駐
　車場をご利用できますが、台
　数に限りがあるため、できる
　限り公共交通機関をご利用く
　ださい。なお、駐車場から会
　場までは徒歩で約20分を要し
　ますので、ゆとりを持ってご
　来場ください。

11月20日㈯　13時30分～（小雨決行）日時

住
民
票
の
届
出
は

適
正
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

文化・観光・まちづくり 講演会

問合せ　市庁舎別館社会教育課　℡0897－52－1628

講師　㈶大原美術館
　　　理事長　大原謙一郎氏

講師プロフィール
　大原美術館理事長、倉敷中央病院理事長、
倉敷商工会議所会頭として活躍されるかたわ
ら、倉敷芸術科学大学客員教授、くらしきコ
ンサート顧問なども務められる。
　元クラレ副社長、元中国銀行副頭取。

文化 の 力
日　時

演　題

場　所

11月22日㈪　14時30分開場　15時開演

総合文化会館　小ホール

　世界にその存在を知られる倉敷・大原美術館の大原謙一郎
理事長に、文化の視点から美術館運営やまちづくり、観光に
ついて語っていただきます。
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■
日
時　

11
月
23
日
㈫

　

10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

■
場
所

　

鉄
道
歴
史
パ
ー
ク
in
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ

Ｏ
（
Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
横
）

■
内
容　

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
で
鉄
道
歴
史

パ
ー
ク
内
を
走
行
し
ま
す
。

■
乗
車
料
金　

１
回
１
０
０
円

※
未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
保

　

護
者
の
方
に
同
乗
（
有
料
）
し

　

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
内

　

観
光
振
興
課　

観
光
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
４
７

－

３
５
７
５

■
実
施
日
（
２
回
実
施
）

　

11
月
24
日
㈬
・
27
日
㈯

■
巡
回
場
所

　

西
山
興
隆
寺
、
丹
す
し
（
昼

食
）
、
ヤ
マ
サ
園
芸
（
バ
ラ
園
見

学
・
プ
チ
ア
レ
ン
ジ
体
験
）
、
愚

禿
山
（
キ
ウ
イ
収
穫
体
験
）

※
交
通
事
情
な
ど
で
巡
回
場
所
を

　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
バ
ス
の
乗
降
場
所

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｒ
伊

予
西
条
駅
隣
）
、
東
予
・
丹
原
・

小
松
の
各
総
合
支
所

■
定
員　

各
50
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
参
加
費

　

３
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

■
申
込
期
限　

11
月
11
日
㈭

■
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
て
、
西
条
市
観
光
協
会
、
ま
た

は
各
総
合
支
所
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

十
河
信
二
記
念
館
内

　

西
条
市
観
光
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
６
０
５

　

ご
み
を
拾
い
な
が
ら
、
西
条
市

民
公
園
を
め
ざ
し
て
歩
き
ま
す
。

■
日
時　

11
月
７
日
㈰

　

９
時
～
11
時
（
小
雨
決
行
）

■
集
合
場
所

○
西
条
郵
便
局
前
（
大
町
）

○
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱

　

西
条
地
区
前
（
福
武
甲
）

○
ク
ラ
レ
西
条
前
（
朔
日
市
）

○
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

　

西
条
事
業
所
前
（
ひ
う
ち
）

○
フ
ジ
西
条
玉
津
店
前
（
玉
津
）

■
問
合
せ

　

連
合
愛
媛
西
条
地
域
協
議
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
８
１
１

■
日
時

　

11
月
21
日
㈰　

13
時
開
演

■
場
所　

愛
媛
県
総
合
科
学
博
物

館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容　

宇
宙
物
理
学
者
・
佐
治

晴
夫
さ
ん
、
童
謡
詩
人
・
矢
崎
節

夫
さ
ん
に
よ
る
、
宇
宙
と
金
子
み

す
ゞ
に
つ
い
て
の
講
演
（
司
会
・

ら
く
さ
ぶ
ろ
う
）

■
入
場
料　

２
０
０
０
円
（
高
校

生
以
下
は
５
０
０
円
）

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

　

市
内
の
明
屋
書
店
、
西
条
マ
ス

ヤ
書
店
、
大
正
堂
書
店
ほ
か

■
問
合
せ

　

石
鎚
み
す
ゞ
コ
ス
モ
ス
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
１

－

１
１
２
５

■
日
時

　

11
月
21
日
㈰　

14
時
開
演

■
場
所

　

中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
内
容

　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
マ
ー
チ
、
嵐
メ

ド
レ
ー
な
ど
吹
奏
楽
演
奏

■
問
合
せ　

東
予
ウ
イ
ン
ド
ハ
ー

モ
ニ
ー
（
山
内
）

ＴＥＬ
０
８
０

－

１
９
９
２

－

６
７
１
６

　

１
９
８
０
年
以
前
の
旧
車
が
、

四
国
内
外
か
ら
約
１
８
０
台
集
ま

り
ま
す
。
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
宝
投
げ
の
ほ
か
、

バ
ザ
ー
も
多
数
出
店
し
ま
す
。

■
日
時　

11
月
７
日
㈰

　

10
時
～
15
時
（
雨
天
決
行
）

■
場
所　

石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ
イ
オ

ア
シ
ス　

イ
ベ
ン
ト
広
場

※
オ
ア
シ
ス
駐
車
場
は
常
に
満
車

　

状
態
と
な
り
ま
す
の
で
、
臨
時

　

駐
車
場
（
小
松
中
央
公
園
）
の

　

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ

　

さ
い
。
石
鎚
山
S
A
か
ら
オ
ア

　

シ
ス
駐
車
場
へ
の
連
絡
道
は
、

　

歩
い
て
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

　

周
桑
商
工
会
小
松
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
２

－
２
１
１
９

展示する旧車はどれもが個性
的で、オーナーの宝物です。
会場いっぱいに並んだ愛車た
ちをぜひご覧ください。

ク
ラ
シ
ッ
ク
Ｃ
ａ
ｒ
ニ
バ
ル

in
小
松
２
０
１
０

市
内
名
所
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

西
条　

ま
ち
め
ぐ
り

第
12
回
さ
い
じ
ょ
う
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
ク

金
子
み
す
ゞ
の
宇
宙

東
予
ウ
イ
ン
ド
ハ
ー
モ
ニ
ー

ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　広報10月号の12ページに掲載した「第30回
東予地域文化祭」の記事において、東予郷土
館・図書館での催しにある「お茶席（９時～
15時）、カブトガニと仲良くなろうなど」の
開催日を「11月６日㈯」としていましたが、
正しくは「11月７日㈰」です。
　訂正して、お詫び申し上げます。

お詫びと訂正
日　時 場　　所行　　事　　名
３日 11：00

７日　9：00

７日　8：30

14日　9：00

23日　9：00

ひうち陸上競技場

小松中央公園テニスコート

ひうち陸上競技場ほか

東予運動公園テニスコート

東予体育館

全国高校駅伝愛媛県予選

第20回石井杯テニス大会（ミックスダブルス）

第51回社会人普及シングルス東予地区大会

佐伯美香バレーボール教室

ＳＡＩＪＯチャレンジ・ザ・スポーツ2010
ウォーキング大会

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会
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■
日
時

　

11
月
14
日
㈰　

10
時
～
14
時

■
場
所　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門

校
（
新
居
浜
市
大
生
院
）

■
内
容

　

訓
練
実
演
コ
ー
ナ
ー
、
各
種
販

売
、
簡
単
な
鉄
製
品
修
理
、
愛
媛

県
技
能
士
会
に
よ
る
も
の
づ
く
り

体
験
教
室

■
問
合
せ

　

新
居
浜
高
等
技
術
専
門
校

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
３

－

４
１
２
３

■
日
時

　

11
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰

○
13
日　

９
時
30
分
～
16
時

○
14
日　

９
時
30
分
～
15
時

■
場
所

　

松
山
刑
務
所
（
東
温
市
）

■
内
容

　

施
設
見
学
、
広
報
パ
ネ
ル
等
の

展
示
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示

即
売
、
各
種
催
し
物

■
問
合
せ

　

松
山
刑
務
所
企
画
部
門

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
６
４

－

２
３
７
６

■
主
催

　

法
務
省
高
松
矯
正
管
区

■
日
時　

12
月
５
日
㈰

　
　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容

　

手
作
り
雑
貨
、
食
品
な
ど
、
女

性
起
業
家
に
よ
る
様
々
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
商
品
の
展
示
・
販
売

【
ま
ご
こ
ろ
市
出
展
者
募
集
】

■
対
象　

個
人
・
中
小
企
業
な
ど

■
ブ
ー
ス
数

　

40
ブ
ー
ス
（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
で
決
定
し
ま
す
）

■
出
展
料

　

１
ブ
ー
ス
３
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

11
月
19
日
㈮

■
申
込
先

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

　

中
小
企
業
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

○
女
性
起
業
家
Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
の
会
事

　

務
局　

藤
田
ヨ
シ
コ
（
㈲
ミ
ー

　

ト
ハ
ウ
ス
フ
ジ
タ
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

６
０
０
３

■
日
時　

11
月
20
日
㈯

　
　
　
　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

■
場
所　

加
茂
川
河
口

■
講
師　

野
鳥
の
会
愛
媛
東
予
地

区
連
絡
会　

十
亀
茂
樹
氏

■
内
容　

冬
鳥
の
探
鳥

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
。
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
申
込
期
限　

11
月
17
日
㈬

■
申
込
先　

市
庁
舎
別
館
環
境
衛

生
課　

環
境
計
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
１

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時

　

11
月
28
日
㈰　

13
時
30
分
開
会

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

■
講
師　

西
光
寺
（
奈
良
県
）

　
　
　
　

副
住
職　

清
原
隆
宣
氏

■
テ
ー
マ

　
「
人
の
世
に
熱
と
光
を
」

※
前
日
と
当
日
に
は
児
童
生
徒
の

　

人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
を
展
示
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
別
館
人
権
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
６
０

▲昨年開催の「まごころ市」

第
32
回
訓
練
ま
つ
り

新
居
浜
テ
ク
ノ
フ
ェ
ス
タ
'10

女
性
起
業
家
ま
ご
こ
ろ
市

第
３
回
自
然
観
察
会

野
鳥
を
観
察
し
よ
う

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
集
い

　
　
　
　
　
　
　
　

西
条
会
場

第
14
回
四
国
矯
正
展

　農業学習展、産業展、文化展などの展示、高校生や
各種団体等による農水産品の即売、バザーなど、各種
催しが実施されます。

問合せ　産業祭事務局（西条農業高等学校内）
　　　　℡0897－56－3611

　ふるさと市（産地直売）、
つきたて餅の販売、商店連
盟目玉市、商工会模擬店、
食の創造館・丹原郵便局臨
時出店、バザー、移動ふれ
あい教室（小動物とのふれ
あい）、各種物品販売・展示などを実施します。
　午前と午後に分けての景品付き餅投げもあります。

問合せ　丹原総合支所農林水産課
主　催　丹原町米消費拡大推進連絡協議会
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■
日
時　

12
月
19
日
㈰

　

開
会
式
９
時
～
（
小
雨
決
行
）

■
コ
ー
ス

　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場
（
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
）
～
ひ
う
ち
内
折
り

返
し
コ
ー
ス

■
部
門
・
区
間
・
総
距
離

○
一
般
男
子
Ⅰ　

５
区
間　

21
㎞

○
一
般
男
子
Ⅱ　

５
区
間　

10
㎞

○
一
般
女
子　
　

５
区
間　

10
㎞

○
中
学
生
男
子　

６
区
間　

18
㎞

○
中
学
生
女
子　

５
区
間　

10
㎞

※
一
般
は
高
校
生
以
上
を
対
象
。

■
申
込
期
限　

12
月
３
日
㈮
必
着

■
申
込
先

○
市
庁
舎
別
館
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
５

○
東
予
運
動
公
園
事
務
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

０
３
６
１

○
丹
原
ま
た
は
小
松
総
合
支
所

　

総
務
課　

総
務
調
整
係

【
ク
サ
ギ
の
実
で
染
め
る
】

■
日
時　

11
月
15
日
㈪

　
　
　
　

10
時
〜
・
13
時
30
分
〜

■
定
員　

各
６
人

■
対
象　

ク
サ
ギ
染
め
を
初
め
て

体
験
す
る
方

■
参
加
費　

１
８
０
０
円
（
ス
カ

ー
フ
１
枚
分
の
代
金
込
）

【
石
釜
ピ
ザ
と
竹
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
の
教
室
】

■
日
時

　

11
月
23
日
㈫　

10
時
～
15
時

■
内
容　

　

昼
食
用
の
ピ
ザ
、
３
時
の
お
や

つ
用
の
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り

■
定
員　

８
人

■
参
加
費　

２
０
０
０
円

【
大
保
木
の
小
道
を
歩
く
紅
葉
編
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

11
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰

　

10
時
～
12
時
30
分

■
内
容

　

迷
路
の
よ
う
な
山
里
の
古
道
に

入
り
、
色
々
な
秋
を
探
し
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費　

５
０
０
円

【
こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り
】

■
日
時
（
各
日
開
催
）

　

11
月
28
日
㈰
・
29
日
㈪

　

10
時
～
13
時

■
内
容　

一
人
当
た
り
４
～
５
個

の
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
り
ま
す
。

■
定
員　

各
10
人

■
参
加
費

　

１
４
０
０
円
（
昼
食
代
込
）

【
申
込
先
】

　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
10
日
前
ま
で
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超
え

　

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
日
時
（
全
５
回
）

　

11
月
５
日
～
12
月
３
日
の
金
曜

日　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
ほ

ほ
え
み
プ
ラ
ザ
）

■
内
容　

い
き
い
き
と
し
た
シ
ニ

ア
ラ
イ
フ
を
送
る
た
め
の
講
座

■
対
象

　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方

■
定
員　

20
人

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

▲昨年の駅伝競走大会（西条会場）

市
駅
伝
競
走
大
会　

西
条
会
場

日時　11月21日㈰　11時～14時

場所　パルティ・フジ東予駐車場特設会場
　　　※小雨決行。悪天候の場合は中止します。

内容　市内の飲食店20店舗が、地元食材を使って
　　開発した「新西条グルメ」を提供します。

価格　全メニュー・ワンコイン（500円）以内

問合せ　㈳西条青年会議所
　　　　誇りあるまち創造委員会（越智）
　　　　℡0897－56－3238

日　　時　 12月４日㈯　９時～

集合場所　 小松中央公園　第１駐車場

　小松地区に受け継がれてきた椿の
香り高い文化を継承するため、また、
小松中央公園の椿を通して人と人の
交流を図るために、小松つばき会の
協力で「椿」・千年の森づくりの植
樹を行います。（参加自由）
　長寿の木「椿」、千年先に想いをはせて、ご家族や仲間で参
加しませんか。参加者には椿の苗木をプレゼントします。

※くわ・スコップなどは、各自でお持ちください。
※雨天の場合は中止（小雨決行）します。当日が雨天の場合は
　午前８時以降に担当課へ開催の有無をご確認ください。

問合せ　小松総合支所総務課　総務調整係

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

各
種
教
室

輝
き
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
応
援
講
座
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消
防
署
で
は
救
命
率
の
向
上
を

め
ざ
し
、
応
急
手
当
の
実
技
を
身

に
つ
け
た
「
市
民
救
命
士
」
の
養

成
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
21
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所　

西
消
防
署
救
急
実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
な
ど
の
講
習

■
定
員　

30
人

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

■
日
時　

11
月
26
日
㈮

　
　
　
　

19
時
～
20
時
30
分

■
場
所

　

中
央
公
民
館
多
目
的
ホ
ー
ル

■
講
師　

㈱
ミ
セ
ス
リ
ビ
ン
グ

　

代
表
取
締
役　

宇
津
崎
光
代
氏

■
演
題　

家
庭
の
幸
せ
か
ら
街
づ

く
り
、
社
会
づ
く
り

※
受
講
無
料
・
整
理
券
必
要
。

■
申
込
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

■
日
時
（
全
６
回
）

　

11
月
25
日
～
12
月
７
日
の
火
・

木
・
金
曜
日　

10
時
～
12
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
内
容　

楽
し
い
年
賀
状
づ
く
り

※
テ
キ
ス
ト
は
筆
ま
め
を
使
用
。

■
対
象　

文
字
入
力
が
で
き
る
方

■
定
員　

14
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

１
千
円
程
度

■
申
込
期
間

　

11
月
２
日
㈫
～
13
日
㈯

■
申
込
先　

中
央
公
民
館

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－
４
０
３
０

■
パ
ソ
コ
ン
研
修

○
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
チ
ラ
シ

　

を
作
っ
て
み
よ
う

　

12
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭

　

申
込
期
限
…
11
月
17
日
㈬

○
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
た
上

　

手
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

12
月
９
日
㈭
・
10
日
㈮

　

申
込
期
限
…
11
月
25
日
㈭

○
ア
ク
セ
ス
基
本
操
作

　

12
月
11
日
㈯
・
18
日
㈯

　

申
込
期
限
…
11
月
26
日
㈮

■
専
門
技
術
研
修

○
Ａ
Ｕ
Ｔ
Ｏ

－

Ｃ
Ａ
Ｄ
実
務
実
践
編

　

12
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
・
18
日
㈯

　

申
込
期
限
…
11
月
26
日
㈮

■
問
合
せ

　

各
講
座
は
受
講
料
等
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
東
予
産
業
創
造
セ

ン
タ
ー
（
ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１
）
へ
。

■
日
時
（
全
５
回
）

　

11
月
18
日
～
12
月
16
日
の
木
曜

日　

19
時
～
21
時

■
場
所　

総
合
体
育
館

■
内
容

　

基
礎
体
力
の
向
上
、
肩
こ
り
・

腰
痛
の
解
消
、
肥
満
予
防
な
ど
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
士
が
ウ
エ
イ

ト
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
を
指

導
し
ま
す
。

■
対
象

　

高
校
生
以
上
の
健
康
な
女
性

■
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

１
０
０
０
円

■
申
込
方
法

　

総
合
体
育
館
窓
口
へ
参
加
料
を

添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

総
合
体
育
館
内

　

㈶
西
条
市
体
育
協
会

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

３
０
０
６

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

人
材
育
成
研
修
講
座

市
民
救
命
士
養
成
講
習
会

中
央
公
民
館

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座
Ｃ
コ
ー
ス

女
性
の
た
め
の
ウ
エ
イ
ト
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室

　わら細工で「しめ飾り」、かずら細工で「花かご」を
製作します。受講料は無料ですが、材料費が必要です。
■受講時間　10時～16時（日程・会場は下表のとおり）
■定　　員　わら細工：各30人　　かずら細工：各15人
■申込方法　11月13日㈯から11月25日㈭までに、本人が
　　　　　各会場へ直接お申し込みください。

12月21日㈫・22日㈬

日　 　程

１月12日㈬・13日㈭

12月11日㈯・12日㈰

１月22日㈯・23日㈰

12月８日㈬・９日㈭

２月９日㈬・10日㈭

西条東部地域交流
センター
℡0897－55－3961

西条西部地域交流
センター
℡0897－57－6061

創作の家
℡0897－56－7493

わら細工

内　 容

かずら細工

わら細工

かずら細工

わら細工

かずら細工

会場・申込先

■伝承民具特別教室の日程と会場

　11月28日㈰の愛媛ＦＣホームゲームは「西条市の日」と
なり、西条市民には次の優待制度があります。
　優待制度をご利用される方は、11月22日㈪までに下記の
マッチシティ事務局または各総合支所総務課で、優待チケ
ットをお求めください。
※試合当日は優待チケットの販売・配布を行いません。

■西条市民への優待制度
○高校生以下・65歳以上の方は観戦無料　※優待チケット必要。
○一般チケットＣ席を特別価格500円（通常1500円）で販売
※優待制度での観戦席はＣ席（バックスタンド、ゴール裏）です。

■問合せ　市庁舎別館スポーツ健康
　　　　　マッチシティ事務局　℡0897－52－1255

日 時

場 所

11月28日㈰　16時30分キックオフ
ニンジニアスタジアム（愛媛県総合運動公園内）
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■
日
時

　

11
月
13
日
㈯　

10
時
～
12
時

■
場
所

　

産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー

■
内
容　
「
建
築
家
と
考
え
る
家

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
各
分
野

の
プ
ロ
が
安
心
・
安
全
で
快
適
な

家
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

西
条
地
産
地
消
の
家

づ
く
り
推
進
協
議
会
事
務
局
（
い

し
づ
ち
森
林
組
合
内
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
８
０

■
日
時　

11
月
15
日
㈪

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

■
テ
ー
マ

　

個
々
の
能
力
の
引
き
出
し
方
と

自
己
管
理
～
イ
チ
ロ
ー
に
学
ぶ
～

■
講
師

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ス

ピ
リ
ッ
ツ
理
事
長　

奥
村
幸
治
氏

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

　

海
外
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
現

地
の
高
校
生
と
の
交
流
な
ど
を
通

し
て
外
国
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
、
国
際

社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
人
材
を

育
成
す
る
た
め
の
ツ
ア
ー
で
す
。

■
研
修
先　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

　
　
　
　
　

ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州

■
研
修
期
間

　

平
成
23
年
３
月
19
日
㈯
～
28
日

㈪
（
10
日
間
）

■
自
己
負
担
額

　

一
人
当
た
り
16
万
円

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
高
校

１
・
２
年
生
の
方

○
市
内
の
高
校
に
在
学
ま
た
は
市

　

内
に
居
住
し
て
い
る
方

○
心
身
共
に
健
康
で
、
協
調
性
に

　

富
み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
に

　

耐
え
ら
れ
る
方

○
外
国
語
、
国
際
交
流
な
ど
に
興

　

味
を
持
ち
、
研
修
後
に
そ
の
成

　

果
を
生
か
せ
る
方

■
募
集
人
員　

15
人
（
応
募
多
数

の
場
合
は
書
類
審
査
で
決
定
）

■
応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

学
校
の
推
薦
調
書
を
添
え
て
、
保

護
者
が
国
際
交
流
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限　

11
月
19
日
㈮

■
問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

５
２

－

１
２
０
６

■
受
験
資
格

　

15
歳
以
上
17
歳
未
満
（
平
成
23

年
３
月
中
学
卒
業
見
込
者
含
む
）

■
受
付
期
間

○
一
般　

11
月
１
日
㈪
～
平
成
２３

　

年
１
月
７
日
㈮

○
推
薦　

11
月
１
日
㈪
～
平
成
２３

　

年
１
月
６
日
㈭

■
試
験
日

○
一
般　

平
成
23
年
１
月
22
日
㈯

○
推
薦　

平
成
23
年
１
月
15
日
㈯

　

～
17
日
㈪
の
う
ち
１
日

■
試
験
場
所

○
一
般

　

新
居
浜
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

○
推
薦

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

■
問
合
せ

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
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●日時　11月27日㈯　10時～13時
●内容　旬の食材と米粉を使った、パン＆スイーツを
　　　作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　田窪文子氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　　　●申込期限　11月19日㈮

●日時　11月26日㈮　10時30分～11時30分
●内容　いろいろな種類がある里芋についての紹介や
　　　簡単な料理の試食会（食べ比べ）をします。
●講師　野菜ソムリエ　加藤智子氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　　　●申込期限　11月19日㈮

●日時　11月24日㈬　10時～13時
●内容　ＩＨの基本的な使い方を学びつつ、地元の食
　　　材を用いた簡単でおいしい料理を作ります。
●講師　四国電力㈱職員
●定員　10人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　1,000円　　　　●申込期限　11月17日㈬

●日時　12月４日㈯　10時～13時
●内容　イタリアでクリスマスに食べるパネトーネな
　　　ど、イチゴを使ってパンを作ります。
●講師　ＪＨＢＳ　安藤千明氏
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　2,000円　　　　●申込期限　11月26日㈮

11月８日㈪・22日㈪は清掃作業などのため休館します。

申込先　食の創造館　℡0898－65－7150

商
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▼市立幼稚園の募集園児数・問合せ先

▼私立幼稚園の定員・問合せ先

ひまわり幼稚園
氷見乙639－2
℡0897－57－7797

東予南幼稚園
石田397－1
℡0898－64－3081

多賀幼稚園
北条1504
℡0898－64－2767

国安幼稚園
国安178－1
℡0898－66－5332

燧洋幼稚園
三芳305－3
℡0898－66－4773

小松幼稚園
小松町新屋敷甲2210－1
℡0898－72－2702

３０人（30人）
７人（30人）
５人（30人）

幼稚園名
所在地・電話番号

募集園児数
（  ）は定数

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３歳児
４歳児
５歳児

３５人（35人）
６人（35人）
２人（35人）

３５人（35人）
２３人（35人）
１１人（35人）

３５人（35人）
５人（35人）
５人（35人）

３５人（35人）
１４人（35人）
９人（35人）

２０人（20人）
６人（25人）
６人（25人）

学級別

めぐみ幼稚園
朔日市623－2

℡0897－55－3442 200人

160人

175人

180人

110人

105人

　80人

105人

150人

西条栄光幼稚園
明屋敷236－17

℡0897－56－2711

西条聖マリア幼稚園
大町716－1

℡0897－55－2497

大町幼稚園
大町68

℡0897－55－4193

玉津幼稚園
玉津202－5

℡0897－55－6208

双葉幼稚園
飯岡975－1

℡0897－55－2065

神戸幼稚園
洲之内甲221

℡0897－56－3229

たから幼稚園
三津屋99

℡0898－64－2306

西山学園幼稚園
丹原町古田甲717－2

℡0898－68－7674

幼稚園名・所在地 電 話 番 号 定 員

　西条市生活研究協議会丹原支部では、地元の野菜
や漬物、柿ようかんなど盛りだくさんに詰め込んだ
愛情小包「土のめぐみ」冬便を、今年も12月24日㈮
に発送します。都市部に暮らす人たちに、安全で安
心なふるさとの味を届けてみませんか。
■料金　１個4,000円（送料・消費税込）

■申込期間　11月１日㈪～12月10日㈮
■申込先　○生活研究グループ員　目見田　℡0898－64－0481
　　　　　　　　　　　　　　　　松　木　℡0898－68－6478
　　　　　　　　　　　　　　　　桑　村　℡0898－68－0249
　　　　　○丹原総合支所農林水産課

※郵便振替でも申し込めます。郵便局の所定の用紙にて次の口座に
　料金を振り込んでください。
　口座番号：01680－0－20772　 口座名義：土のめぐみ実行委員会



●施設間交流展示　
　ー小松温芳図書館・郷土資料室との交流展ー
　　小松藩儒官　近藤篤山
　伊予聖人といわれた近藤篤山の人物紹介と書を展示。
期間　11月２日㈫～30日㈫
●郷土史講座　こんぴら・へんろ道しるべと領界石めぐり
　市内の今治街道・桜三里街道・讃岐街道沿いの道しるべ
と領界石をバスで巡ります。
日時　12月16日㈭　８時20分～17時
講師　西條史談会副会長　吉本勝氏
定員　20人　※先着順　　参加費　600円（昼食代）　
申込期限　12月９日㈭　※参加費を添えて申し込み。

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬

●和紙教室受講生作品展
　染め紙、和紙人形、ちぎり絵など教室生の作品を展示。
期間　11月７日㈰まで
●第２回カブトガニアート作品展
　東予地域文化祭と夏休み期間中に募集した「カブトガニ
を描こう」の作品を展示。
期間　11月12日㈮～30日㈫
●海のポスター展
　市内小・中学生が描いた海洋環境ポスターを展示。
期間　11月26日㈮～30日㈫
●カブトガニフェスティバル
開催日　11月21日㈰
【講演会】
開演　13時30分　　場所　２階視聴覚室
演題　自然も人の心も豊かに
講師　自然体験施設ほたる村主催かっぱのげんさん
　　　山内満豊氏
　※講演会終了後、幼生飼育説明会を行います。
【幼生放流】
時間　16時　　場所　河原津海岸
　※長靴を持参してください
ーカブトガニ幼生飼育ボランティア募集ー
　河原津海岸に放流するカブトガニの幼生を家庭で飼育し
ていただけるボランティアを募集。11月20日㈯までに、電
話でお申し込みください。21日㈰に飼育説明会を行います。

【開館時間】９時30分～18時（土・日曜日は17時まで）
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬

●陶芸展
　地域で陶芸を楽しんでいる方々の作品と、賛助作品とし
て永井廣武さんの葦ペン画を展示。
期間　11月10日㈬～24日㈬
●愛蔵品展
　書画、骨董など、市民の皆さんからお借りした愛蔵品を
展示。
期間　11月28日㈰～12月12日㈰
●旺玄会作品展
　旺玄会中央展、関西展に出品した大作などを展示。
期間　11月６日㈯まで

【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日、３日㈬、23日㈫

●小・中学生無料開放日
日時　11月６日㈯・13日㈯　10時～12時
●無料バタフライ教室
日時　11月27日㈯　10時30分～11時
対象　市内小・中学生
【開館時間】10時～21時
【11月休館日】月曜日

●倉敷本染手織展
　全国で活躍する倉敷本染手織研究所会員の織染作品（着
物地、クッション、バッグ、
帽子、壁掛など）展示即売会。
期間　11月２日㈫～７日㈰　
　　　※７日は15時まで
●館蔵品　九州地方の陶磁器展
　古伊万里の染め付け猪口、皿、油壷などの陶磁器を展示。
期間　11月30日㈫まで

【開館時間】９時～16時30分
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬

●パッチワーク・キルト展
　市内在住の日野久子さんと
仲間たちの作品展。手作りを
楽しみながら、タペストリー
やベッドカバーなど生活を飾
る作品を展示。　
期間　11月３日㈬～28日㈰
●考古学講座　－参加者募集－
日時　11月７日㈰　13時～15時
テーマ　大久保遺跡　
講師　㈶愛媛県埋蔵文化財調査センター　柴田昌児氏
対象　小学生以上　　　
●火おこし体験
　昔の火おこし道具を使います。体験希望の方は、事務所
にお声かけください。
日時　11月14日㈰・21日㈰・23日㈫　11時～15時の間

【開館時間】９時～17時
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬
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※12月の行事予定表は11月10日㈬からこどもの国にあります。

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせおはなしのへや 毎週土曜日

14：00～14：30

日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

６日㈯・20日㈯
10：00～12：00絵画教室

小学生　定員：10人
１～３年生は初級コース将棋教室 28日㈰

13：30～15：00

楽しい電子工作
（新）フラッシュライト２

27日㈯
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
いやしペットボトル

14日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

太陽や星を見る会（第５回）
秋の星座と木星

６日㈯
19：00～20：30

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

地球探検教室
中央構造線（黒瀬断層）と西条の活断層

７日㈰
13：30～15：30

小学生以上　定員：30人
小学１～３年生は保護者同伴
※教室でのお話です

囲碁教室 14日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：15人　材料費：100円

20日㈯
13：30～15：30イラスト教室

小学生　定員：30人
14日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

13日㈯
13：30～15：30染め物教室

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります

７日㈰
10：00～12：00七宝焼き教室

木彫教室 27日㈯
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人　
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

ポーセラーツ教室
クリスマスバージョン

28日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

おもしろ竹細工教室
クワガタ作り

14日㈰
13：30～15：30

小学生以上　定員：15人
１～３年生は保護者同伴

●水墨画展示会（葦の会墨彩画展）
期間　11月６日㈯～12日㈮　９時～17時（12日は15時まで）

こりすのトトの大冒険
投影開始時間（10分前にはお越しください　投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬

行事・教室名

11月の休館日　毎週水曜日（３日開館）、４日㈭
　　　　　　　※観光交流センターは無休

■ 開館時間　８時～19時　　
■ 入 館 料　四国鉄道文化館のみ
　　　　　　   一般：300円　小・中学生：100円

鉄道歴史パークinSAIJO 休館日のお知らせ

問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。こどもの国　11月の行事予定表　　　

秋のわくわく野外体験
なんとカレー作り！カブちゃんも来るよ！

23日㈫
10：00～12：00

小学３～６年生　定員：20人
材料費：350円　申込期限：11月７日㈰
※定員を超えた場合は抽選

・・

●木工教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　11月13日㈯・27日㈯　13時30分～15時30分
ー参加者募集ー　糸のこ機を使って、来年の干支（兎）を
作ってみませんか？　材料費は個人負担。　定員　10人
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　11月６日㈯・20日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　11月10日㈬・17日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　水彩画グループ展　
　グループシュガーの水彩画を展示。
期間　11月２日㈫～26日㈮
【開館時間】９時～22時
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬

●近藤篤山顕彰事業　特別展
　「藤樹・二洲・篤山　
　　～郷土の先哲に学ぶ人づくりまちづくり～」
　中江藤樹・尾藤二洲の二人とともに、伊予の三先哲の人
物とその教えを、大洲市と四国中央市の協力を得て、遺墨
や遺品などで紹介。
期間　11月３日㈬～12月５日㈰

【開館時間】９時～17時30分
【11月休館日】水曜日（３日開館）、４日㈭、５日㈮、25日㈭、30日㈫

●ミニアチュア「箱庭」ふくろうシリーズ
　市内在住の山内一子さんがボランティア「布絵」サーク
ルで作品づくりをしている中で、年をとっても夫婦ででき
るものはないかと考え、取り
組んだ作品を展示。
期間　11月１日㈪～29日㈪
場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【11月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日（３日開館）

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【11月休館日】
　西条図書館：30日㈫
　東予図書館：月曜日、４日㈭、５日㈮13時～19時、24日㈬、30日㈫
　丹原図書館：金曜日、４日㈭、24日㈬、30日㈫
　小松温芳図書館：水曜日（３日開館）、４日㈭、５日㈮、25日㈭、30日㈫

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　11月13日㈯　15時～16時　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　11月17日㈬　10時～11時　対象：乳幼児以上

東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　11月17日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上

丹原図書館
○おはなし会
　11月13日㈯　14時～14時30分　対象：小学生以上
　11月25日㈭　10時30分～11時　対象：乳幼児以上

小松温芳図書館
○おはなし会　
　11月26日㈮　10時50分～　対象：幼児以上　※石根保育所で開催
　11月27日㈯　10時30分～　対象：幼児以上

※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●５日・19日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●12日・26日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●６日・20日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●13日・27日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●14日・28日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●１日・15日・29日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●９日・23日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10

●３日・17日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20

●10日・24日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●４日・18日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●リトミック（要申込）
　11月９日㈫　 定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　11月13日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ（要申込）
　11月20日㈯　10時～11時　対象：小学生　定員：20人
　内容：ペーパータワー、体内時計、きみはスナイパー
●工作広場「光るどろだんご作り」（要申込）
　11月27日㈯　10時～11時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：20人

●こどもフェスティバル
　11月７日㈰　10時30分～13時　
　手作りの遊び、おもちゃ作り、くじびき、バザーなど
●茶道クラブ
　11月13日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●焼きいも大会
　11月13日㈯　14時～16時　対象：幼児・小学生　
●リズム教室
　11月20日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
■乳幼児相談　
　11月10日㈬　９時30分～11時
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳

【開館時間】８時30分～17時　【11月休館日】月曜日、４日㈭、23日㈫　
　　　　　　　　　　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　11月10日㈬　16時～16時45分　対象：小学生
●ハンドメイド広場「おさつクッキング」（要申込）
　11月13日㈯　10時～11時30分　対象：小学生　定員：40人　
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ（要申込）
　11月20日㈯　10時～11時　対象：小学生　定員：20人
●総合科学博物館藤本先生による「科学マジックショー」（要申込）
　11月21日㈰　10時～11時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：30人
●ＶＹＳと遊ぼう「お楽しみ会」（要申込）
　11月28日㈰　13時～15時　対象：幼児・小学生　定員：30人　

●いもほりと焼きいも（要申込）
　11月13日㈯　10時～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人　
●リトミック（要申込）
　11月20日㈯　10時30分～11時  
　対象：３歳児～未就学児　定員：親子10組　
●かんたん工作「クリスマスツリー」（要申込）
　11月27日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：15人
●こども映画会「トムとジェリー」　
　11月27日㈯　13時30分～15時
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※12月の行事予定表は11月10日㈬からこどもの国にあります。

行事・教室名 日　　時 備　　　　考

楽しい英語絵本の
読み聞かせストーリーテリング 毎週土曜日

11：00～11：30

かみしばい・なぞなぞ
絵本の読み聞かせおはなしのへや 毎週土曜日

14：00～14：30

日　　時 備　　　　考

小学２～６年生　定員：15人
必要な物：絵の具道具

６日㈯・20日㈯
10：00～12：00絵画教室

小学生　定員：10人
１～３年生は初級コース将棋教室 28日㈰

13：30～15：00

楽しい電子工作
（新）フラッシュライト２

27日㈯
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

楽しい電子工作
いやしペットボトル

14日㈰
10：00～12：00

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

太陽や星を見る会（第５回）
秋の星座と木星

６日㈯
19：00～20：30

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

地球探検教室
中央構造線（黒瀬断層）と西条の活断層

７日㈰
13：30～15：30

小学生以上　定員：30人
小学１～３年生は保護者同伴
※教室でのお話です

囲碁教室 14日㈰
13：30～15：00

小・中学生　
定員：10人

小学３年生～中学生
定員：15人　材料費：100円

20日㈯
13：30～15：30イラスト教室

小学生　定員：30人
14日㈰
14：00～15：00五色百人一首で遊ぼう

５歳～中学生　幼児は保護者同伴
定員：15人　材料費：250円
必要な物：エプロン

13日㈯
13：30～15：30染め物教室

小学生以上　定員：15人
材料費：350円　作品のお渡し
には３週間ほどかかります

７日㈰
10：00～12：00七宝焼き教室

木彫教室 27日㈯
13：30～15：30

小・中学生　定員：15人　
材料費：30～400円
必要な物：絵の具道具

ポーセラーツ教室
クリスマスバージョン

28日㈰
13：30～15：30

５歳～小学６年生　定員：30人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
作品のお渡しには１週間ほどかかります

おもしろ竹細工教室
クワガタ作り

14日㈰
13：30～15：30

小学生以上　定員：15人
１～３年生は保護者同伴

●水墨画展示会（葦の会墨彩画展）
期間　11月６日㈯～12日㈮　９時～17時（12日は15時まで）

こりすのトトの大冒険
投影開始時間（10分前にはお越しください　投影時間約40分）
　○火～土曜日：13時30分、15時
　○日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、15時30分
　　※第２・４土曜日は、10時に無料投影を行っています。
観覧料　50～200円（65歳以上の方は無料）

▼　プラネタリウム情報　▼

【開館時間】８時30分～17時
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬

行事・教室名

11月の休館日　毎週水曜日（３日開館）、４日㈭
　　　　　　　※観光交流センターは無休

■ 開館時間　８時～19時　　
■ 入 館 料　四国鉄道文化館のみ
　　　　　　   一般：300円　小・中学生：100円

鉄道歴史パークinSAIJO 休館日のお知らせ

問合せ　観光交流センター内　観光振興課　℡0897－47－3575

定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で、こどもの国へ予約してください。こどもの国　11月の行事予定表　　　

秋のわくわく野外体験
なんとカレー作り！カブちゃんも来るよ！

23日㈫
10：00～12：00

小学３～６年生　定員：20人
材料費：350円　申込期限：11月７日㈰
※定員を超えた場合は抽選

・・

●木工教室
　初めての方でも簡単に作れます。材料費は個人負担。
日時　11月13日㈯・27日㈯　13時30分～15時30分
ー参加者募集ー　糸のこ機を使って、来年の干支（兎）を
作ってみませんか？　材料費は個人負担。　定員　10人
●水彩画教室
　初めての方でも基礎から習えます。用具は各自で準備。
日時　11月６日㈯・20日㈯　19時～21時
●中高年ピアノ教室
日時　11月10日㈬・17日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者
●企画展　水彩画グループ展　
　グループシュガーの水彩画を展示。
期間　11月２日㈫～26日㈮
【開館時間】９時～22時
【11月休館日】月曜日、４日㈭、24日㈬

●近藤篤山顕彰事業　特別展
　「藤樹・二洲・篤山　
　　～郷土の先哲に学ぶ人づくりまちづくり～」
　中江藤樹・尾藤二洲の二人とともに、伊予の三先哲の人
物とその教えを、大洲市と四国中央市の協力を得て、遺墨
や遺品などで紹介。
期間　11月３日㈬～12月５日㈰

【開館時間】９時～17時30分
【11月休館日】水曜日（３日開館）、４日㈭、５日㈮、25日㈭、30日㈫

●ミニアチュア「箱庭」ふくろうシリーズ
　市内在住の山内一子さんがボランティア「布絵」サーク
ルで作品づくりをしている中で、年をとっても夫婦ででき
るものはないかと考え、取り
組んだ作品を展示。
期間　11月１日㈪～29日㈪
場所　椿交流館

【開館時間】オアシス：９時～18時（有料展示館の入館受付は９時30分～17時30分）
　　　　　　椿交流館：10時～22時（札止め21時30分）
【11月休館日】オアシス：無休　　椿交流館：水曜日（３日開館）

【開館時間】西条図書館：９時～22時
　　　　　　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【11月休館日】
　西条図書館：30日㈫
　東予図書館：月曜日、４日㈭、５日㈮13時～19時、24日㈬、30日㈫
　丹原図書館：金曜日、４日㈭、24日㈬、30日㈫
　小松温芳図書館：水曜日（３日開館）、４日㈭、５日㈮、25日㈭、30日㈫

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　11月13日㈯　15時～16時　対象：幼児
○ぴよぴよお話会
　11月17日㈬　10時～11時　対象：乳幼児以上

東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　11月17日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上

丹原図書館
○おはなし会
　11月13日㈯　14時～14時30分　対象：小学生以上
　11月25日㈭　10時30分～11時　対象：乳幼児以上

小松温芳図書館
○おはなし会　
　11月26日㈮　10時50分～　対象：幼児以上　※石根保育所で開催
　11月27日㈯　10時30分～　対象：幼児以上

※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。

●５日・19日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20

●12日・26日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
中川公民館　　　　　　15：20～15：30

●６日・20日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
三芳小学校　　　　　　10：40～11：20
国安小学校　　　　　　11：30～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00

●13日・27日（土曜日）
西条東中学校　　　　　10：00～10：20
西条西中学校　　　　　10：50～11：10
東予西中学校　　　　　13：00～13：20
河北中学校　　　　　　13：30～14：00
丹原西中学校　　　　　14：30～15：00

●14日・28日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
加茂公民館　　　　　　11：00～11：10
舟形バス停横　　　　　11：20～11：50

●１日・15日・29日（月曜日）
旧西田郵便局横　　　　10：00～10：30
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
本谷温泉　　　　　　　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20

●９日・23日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　12：50～13：20
ＪＡ西条神戸低温倉庫　13：30～13：40
伊曽乃神社鳥居前　　　13：50～14：20
小松農村環境改善センター　14：40～15：10

●３日・17日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：40
西福寺入口　　　　　　10：50～11：20
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：20
氷見公民館　　　　　　14：40～15：20
旧大町公民館　　　　　15：40～16：20

●10日・24日（水曜日）
野々市集会所　　　　　９：30～10：00
橘公民館　　　　　　　10：10～10：40
新御堂児童公園　　　　10：50～11：20
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20

●４日・18日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

●リトミック（要申込）
　11月９日㈫　 定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時45分～11時15分　２歳以上のクラス
●ゲーム遊び（要申込）
　11月13日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ（要申込）
　11月20日㈯　10時～11時　対象：小学生　定員：20人
　内容：ペーパータワー、体内時計、きみはスナイパー
●工作広場「光るどろだんご作り」（要申込）
　11月27日㈯　10時～11時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：20人

●こどもフェスティバル
　11月７日㈰　10時30分～13時　
　手作りの遊び、おもちゃ作り、くじびき、バザーなど
●茶道クラブ
　11月13日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●焼きいも大会
　11月13日㈯　14時～16時　対象：幼児・小学生　
●リズム教室
　11月20日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生
■乳幼児相談　
　11月10日㈬　９時30分～11時
　保健師と保育士による乳幼児相談。　必要な物：母子手帳

【開館時間】８時30分～17時　【11月休館日】月曜日、４日㈭、23日㈫　
　　　　　　　　　　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

●みんな集まれ！放課後ドッジボール大会
　11月10日㈬　16時～16時45分　対象：小学生
●ハンドメイド広場「おさつクッキング」（要申込）
　11月13日㈯　10時～11時30分　対象：小学生　定員：40人　
●西条・丹原児童館合同企画　チャレンジカップ（要申込）
　11月20日㈯　10時～11時　対象：小学生　定員：20人
●総合科学博物館藤本先生による「科学マジックショー」（要申込）
　11月21日㈰　10時～11時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：30人
●ＶＹＳと遊ぼう「お楽しみ会」（要申込）
　11月28日㈰　13時～15時　対象：幼児・小学生　定員：30人　

●いもほりと焼きいも（要申込）
　11月13日㈯　10時～11時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人　
●リトミック（要申込）
　11月20日㈯　10時30分～11時  
　対象：３歳児～未就学児　定員：親子10組　
●かんたん工作「クリスマスツリー」（要申込）
　11月27日㈯　10時30分～11時30分　
　対象：幼児・小学生　定員：15人
●こども映画会「トムとジェリー」　
　11月27日㈯　13時30分～15時

広報さいじょう　2010　11月号23



ありがとうございました　
　次の方々からご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）

■まごころ銀行へ
▽越智　賢（三津屋）▽杉野卓雄（桑村）▽佐

伯節子（丹原町丹原）▽㈲武方自動車▽国興産

業㈱▽中川さくら保育園保護者会▽小松町ふる

さと祭り実行委員会▽小松歌謡クラブ

■養護老人ホーム明水荘へ
▽生け花指導　稲住育子（下島山甲）▽散髪　

伊藤泰博（明神木）▽新聞　芥川秀人（神拝

甲）▽押し花指導　佐藤ミヨ（大町）　

■養護老人ホーム石燧園へ
▽縫物奉仕　周桑天理教婦人部▽たばこ　日本

たばこ産業㈱四国支社

■特別養護老人ホーム道前荘へ
▽歌　玉井キヨ子（小松町大頭）▽カレンダー

作り・喫茶　コープえひめ福祉グループ▽敬老

会　百福クラブ▽誕生会　ふじ美ボランティア

和

■東予西児童館へ
▽電子ピアノ　渡辺秀喜（明神木）

　

７
月
１
・
２
日
に
高
松
市
内
で

開
催
さ
れ
た
四
国
地
区
人
権
教
育

研
究
大
会
に
お
い
て
、
西
条
北
中

学
校
の
取
り
組
み
を
発
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
条
北
中
学
校
で
は
校
区
内
に

あ
る
人
権
教
育
を
ひ
ろ
め
る
会
が

主
催
す
る
小
地
域
懇
談
会
に
中
学

生
を
参
加
さ
せ
、
地
域
、
保
護
者

の
方
々
と
と
も
に
人
権
・
同
和
問

題
に
つ
い
て
学
習
し
あ
う
と
い
う

取
り
組
み
を
昨
年
度
か
ら
始
め
ま

し
た
。

　

「
同
和
問
題
は
自
分
に
は
関
係

が
な
い
。
」
「
人
権
と
聞
く
と
難

し
い
感
じ
が
す
る
。
」
な
ど
の
理

由
か
ら
か
、
年
々
参
加
者
が
減
少

す
る
小
地
域
懇
談
会
。
地
域
住
民

の
発
意
で
始
ま
っ
た
こ
の
会
自
体

も
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
課
題
を
克
服
す
る
一
策
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担
う

中
学
生
を
小
地
域
懇
談
会
に
参
加

さ
せ
る
こ
と
を
立
案
、
計
画
、
実

施
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
方
々

の
協
力
も
あ
り
、
今
年
度
も
無
事

８
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
中
に
は
「
中
学
生
が

参
加
す
る
か
ら
、
い
い
加
減
な
気

持
ち
で
は
失
礼
じ
ゃ
。
」
と
い
っ

て
事
前
に
勉
強
を
し
て
会
に
臨
ま

れ
た
方
も
い
て
、
「
中
学
生
が
発

言
し
て
く
れ
る
と
、
会
の
雰
囲
気

が
明
る
く
な
っ
た
。
」
な
ど
、
心

温
ま
る
発
言
を
た
く
さ
ん
寄
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
新
た
な
取
り
組
み
を
、
今

後
も
継
続
し
て
い
け
れ
ば
、
と
考

え
て
い
ま
す
。
人
権
・
同
和
教
育

に
お
い
て
、
一
人
の
百
歩
も
大
事

で
す
が
、
百
人
の
一
歩
も
さ
ら
に

大
事
で
す
。

　

今
回
の
発
表
に
あ
た
り
、
市
内

の
各
種
団
体
の
方
々
よ
り
前
日
か

ら
多
く
の
励
ま
し
の
言
葉
や
温
か

い
応
援
を
頂
き
、
自
信
を
持
っ
て

発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

感
謝
の
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

皆
の
思
い
が
一
つ
に
な
り
団
結

す
れ
ば
、
必
ず
や
差
別
解
消
の
道

が
開
け
て
く
る
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
小
さ
な
実
践
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ま
ず
は
自
分
が
何
か
の

行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
大
会
で

し
た
。

第57回　四国地区人権教育研究大会に参加して
西条北中学校教諭　内田賢一郎№72

　10月号20ページに掲載した、第６回市民総合体育大会の結果の
中で誤りがありました。お詫びして以下のとおり訂正いたします。

■訂正箇所
　少林寺拳法　組演武（少年下級）・乱捕（小学３年）
　正：横井七捺勢　　誤：横井七勢

　10月１日付けで、法務大臣から次の方が人権擁護委員に委嘱
されました。

　○桑村啓子氏（丹原町寺尾）・・・再任
　○秋山節子氏（丹原町池田）・・・再任

　人権擁護委員は、私たちの街の相談パートナーです。
　暮らしの中での悩みや心配事は、お近くの人権擁護委員にご
相談ください。相談は無料で、秘密は固く守られます。
問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243

人権擁護委員が委嘱されました

　女性に対する暴力の一つに、配偶者からの暴力があります。
配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害
です。一人で悩まないで、早めに相談してください。

■相談機関　
　○愛媛県婦人相談所　　　　　　　　℡089－927－3490
　○愛媛県女性総合センター　　　　　℡089－926－1644
　○愛媛県警察本部（警察相談電話）　℡0120－31－9110
　○市庁舎別館女性児童福祉課　　　　℡0897－52－1373
　　※女性児童福祉課では、専門相談員によるＤＶ相談を毎週
　　　水曜日に行っています。

11 月 12 日～ 25 日は
「女性に対する暴力をなくす運動」期間

お詫びと訂正

お
詫
び
と
訂
正

　

10
月
号
で
、
石
鎚
山
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
を
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対

応
ト
イ
レ
設
置
場
所
と
し
て
い
ま

し
た
が
、
隣
接
す
る
石
鎚
山
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
（
上
下
線
）
の
間
違

い
で
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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里　芋

　コロッと丸く、こぶや皮に傷が
なく、しま模様が平行にくっきり
と出ているものが良品。指で押し
て硬く、持ったときにずっしりと
重い、泥つきで適度な湿り気のあ
るものを選びましょう。泥つきの
まま新聞紙に包んで風通しの良い
場所に保管します。

　野菜の色は体ばかりでなく、心にも大きな影響を及
ぼします。
　赤い砂糖水は青い砂糖水より甘く感じます。なぜで
しょう？　青は自然界の食材にはない色なので食欲を
減退させ、赤は食欲を一番刺激するのです。食欲のな
い時は赤い食材を用意してみましょう。
　色の力ってすごいですね。

色のパワーをいただきましょう

次回の食材は  です。　問合せ：市庁舎本館農業水産課　ブランド戦略係　℡0897－52－1380

栄養士チェック
　里芋特有の「ぬめり」の正体は、ガラクタンやムチンという物質で
す。ガラクタンは血中のコレステロールを下げる働きがあるほか、整
腸作用や、便秘の解消にも効果があります。また、ムチンは胃や腸だ
けでなく、鼻やのどの粘膜を保護する働きがあるため、免疫力強化に
役立ち、風邪をひきにくくすると言われています。また、ぬめり成分
は脳細胞を活性化させるとして認知症予防や健脳効果があると注目さ
れています。

材　料（４人分）

エネルギー‥‥‥‥‥‥ 1 4 1 kcal
塩分‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.6ｇ

 脂肪 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.4ｇ

栄養価（１人当たり）

里芋‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥　260ｇ
きくらげ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １枚
枝豆むき身‥‥‥‥‥‥‥‥ 25ｇ

【Ａ】
うすくちしょうゆ‥‥‥ 小さじ２
酒‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ１
片栗粉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々

 えびむき身‥‥‥‥‥‥‥‥ 50ｇ
 ごま‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ５ｇ
 塩・片栗粉・揚げ油‥‥‥‥ 適量

 みりん‥‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ１
 だし汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 60ml

ジュニア野菜ソムリエ
近藤和恵さん

①　里芋の皮をむき、やわらかくゆで、熱いうちにつぶす。
②　えび、きくらげ、枝豆は塩ゆでして、きくらげはみじん
　切りにし、①と塩・ごまを加えて混ぜる。
③　②を適当な大きさに丸めて、片栗粉をつけ、油で揚げる。
④　Ａをよくあわせて火にかけ、とろみのあるあんを作り、
　揚げた団子にかけて出来上がり。

　

里
芋
は
３
〜
４
月
に
種
い
も
を
植
え

て
、
秋
か
ら
初
冬
の
頃
ま
で
収
穫
す
る

栽
培
期
間
の
長
い
野
菜
で
す
。
太
陽
の

恵
み
を
大
き
な
葉
っ
ぱ
で
た
っ
ぷ
り
受

け
て
、
栄
養
を
た
め
込
み
ま
す
が
、
実

際
に
は
カ
ロ
リ
ー
は
低
く
、
そ
の
分
う

ま
み
と
豊
富
な
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
を
し
っ

か
り
凝
縮
さ
せ
て
い
ま
す
。
特
に
、
高

血
圧
予
防
に
有
効
な
カ
リ
ウ
ム
を
多
く

含
み
ま
す
。

　

独
特
の
ぬ
め
り
が
あ
り
、
調
理
に
手

間
が
か
か
る
た
め
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
よ
く
洗
っ
た
里
芋
を
熱
湯
で
３
分

ほ
ど
ゆ
で
て
か
ら
冷
水
に
取
る
と
、
簡

単
に
手
で
皮
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
丸
め
た
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル
で
皮
を

こ
す
る
方
法
も
簡
単
で
す
。

　

豊
富
に
含
ま
れ
る
食
物
繊
維
の
マ
ン

ナ
ン
は
、
満
腹
感
を
与
え
、
食
べ
す
ぎ

を
防
止
し
て
く
れ
る
の
で
、
食
欲
の
秋

の
ダ
イ
エ
ッ
ト
食
材
と
し
て
も
活
躍
し

て
く
れ
そ
う
で
す
。

作付面積：24.3ha
生産数量：3 0 2ｔ

参考：平成21年度野菜類の生産販売統計

　　　　　　　　　　　　　　　　小・中学校の栄養教諭と
　　　　　　　　　　　　　　　学校栄養職員で部会を構成
　　　　　　　　　　　　　　　し、学校給食の献立作りや
　　　　　　　　　　　　　　　衛生管理指導、栄養指導、
　　　　　　　　　　　　　　　小学生料理コンテストや親
　　　　　　　　　　　　　　　子産地めぐりをしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　給食のメニューでは、彩
　　　　　　　　　　　　　　　りや栄養面のほか、旬の食
　　　　　　　　　　　　　　　材を盛り込み、郷土料理・
行事食を取り入れて、季節を感じ地域に根ざした献立作りに
取り組んでいます。

西条市栄養職員部会

　　　　　　　　　　　　　　　小
　　　　　　　　　　　　　　学校
　　　　　　　　　　　　　　し、
　　　　　　　　　　　　　　衛生
　　　　　　　　　　　　　　小学
　　　　　　　　　　　　　　子産
　　　　　　　　　　　　　　　給
　　　　　　　　　　　　　　りや
西条市栄養職員部会
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　日本菌学会が四
国初となる野外観
察会を石鎚山や八
堂山・永納山など
で実施しました。
全国から138人も
の研究者らが参加
し、きのこなど多
くの菌類が生息す
る西条の自然林で
の研究・観察活動
に熱心に取り組み
ました。

　昭和期を代表する庭園作家・重森三玲の作品が市内に４庭
残されています。このたび重森研究家の中田勝康氏を迎え、
この貴重な歴史遺産について学び、同時に今後のまちづくり
を考える講演会が開催され多くの受講者でにぎわいました。

9/28  日本の古典庭園とまちづくりを学ぶ

10/9～11  日本菌学会が菌類観察会を開催

ものづくり技術で全国大会に出場！

　茨城県で開催される高校生ものづくりコンテスト全国大会
と高校生ロボット相撲全国大会に出場する東予高生７名らが
市役所を訪れ「全力を尽くして上位進出をめざしたい」と大
会に向けた熱い抱負を語ってくれました。精一杯、頑張れ！

ご活躍を期待します！ ＪＩＣＡボランティア
　国際協力機構（ＪＩ
ＣＡ）のシニア海外ボ
ランティアとしてメキ
シコに赴任する松木昭
二さん（河原津）が、
出発を前に市役所を訪
れました。
　松木さんは２年間に
わたり、現地の産業技
術開発センターで企業
の経営改善管理指導を
行う予定です。お体に
気をつけてください。

9/23  えひめ国体に向けてひたむきに…
　元全日本代表で現在
新居浜商業高校女子バ
スケットボール部顧問
の窪田夕子先生を講師
に、小学生約100人が
参加して開催されたバ
スケットボール教室で
は、パスやドリブルな
どの基礎練習を中心と
した指導を受けた後、
高校生を相手にミニマ
ッチも行われました。

9/29  ひらかれた魅力ある老人クラブづくりを
　老人クラブ会員など
約650人が参加して開
催された「老人福祉大
会」では、活動功労者
や金婚式を迎えたご夫
婦などの表彰に続き、
数え年104歳の伊藤タ
ケさんのご長寿を保育
園児らがお祝いしまし
た。さらに、音楽を交
えたユニークな講演も
行われました。

　障害者の社会参加の促進と障害者福祉の啓発のため開催した「ふ
れあいの運動会」には約550人が参加し、障害者と高齢者やボラン
ティアの皆さんが協力しながら競技を進め、さわやかな汗を流すと
ともに交流の輪が大きく広がりました。

　川柳作家のやすみりえさんを講師に迎え開催した文化講演
会では、約800人の受講者が川柳を通じてコミュニケーショ
ンの大切さを学びました。食育パネル展示や学校給食試食会
も同時開催され、食について学ぶ機会ともなりました。

10/3  相互理解を深めることができました

9/18  文化講演会「想いを伝える 5・7・5」

▲

市
長
に
抱
負
を
語
る
松
木
さ
ん

▲

テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
や
す
み
先
生

▲

子
ど
も
た
ち
と
同
じ
メ
ニ
ュ
ー
を
試
食

▲

窪
田
先
生
の
熱
の
こ
も
っ
た
模
範
演
技

▲

「
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
」と
花
束
を
贈
呈

▲
め
ざ
す
ゴ
ー
ル
は
同
じ
！

▲

受
講
者
は
真
剣
そ
の
も
の
で
し
た

▲前列左から、もの
づくりコンテスト旋
盤部門の伊藤成一朗
君・藤原翔太君・鎌
倉尚之君。後列左か
ら、同じく電気工事
部門の矢畑貴生君・
越智龍也君、ロボッ
ト相撲大会の徳永椋
君・槇啓浩君。

▲

成
就
社
付
近
で
の
観
察
活
動

　全日本合唱コンクール全国大会（兵庫県）に四国代表とし
て出場する西条北中合唱部の21名らが市役所を訪れ「今まで
の成果を出し切り精一杯歌ってきます」と抱負を述べ、見事
な歌声を披露してくれました。心をひとつにして頑張れ！

心をひとつにして全国大会に出場！
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10月10日

10月16～17日 10月9日

10月14～15日 10月9～10日

10月16～17日 10月15～16日

10月
  16～17日
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０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティナスティリン！（エチオピア現地語、アムハラ語で
　　　　　　　　　　　　　　　　　「こんにちは」）私は、一色啓と申します。青年海外協力
　　　　　　　　　　　　　　　　　隊員として、2008年８月から２年間、エチオピアにある公
　　　　　　　　　　　　　　　　　立高校で体育を教えてきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エチオピアは香り高きコーヒーやマラソンでの活躍が日
本でもおなじみの国です。皆さんの中には運動能力の高いイメージのあるアフリカでなぜ体育な
のか？　と思う方もいらっしゃるかもしれません。しかし、実際のところエチオピアの生徒は日
本と比べて運動能力が低いのです。というのは、エチオピアでは体育教育が軽視されており、運
動施設やボールの不足などから適切に体育の授業を受けられない状況があるからです。また、体
育はスポーツの授業と考えられており、教師はルールやテクニックなどは教えますが、日本の体
育のように集団行動を通して規律や社会性を身に付けるという意識は低いように感じました。
　そんな中で私は、同僚教員と協力しながら、少数のボールでできる運動、道具を使わない体づ
くり運動や体操、空手などを教えていました。文化や習慣などの違いで大変なことはありました
が、私の授業を通して、少しずつですが、生徒が時間を守るようになったり、「先生のおかげで
体育が好きになった」という声が聞けたりと、それが活動の大きな励みとなりました。
　エチオピアに行って、豊かな日本では経験できないことをたくさん学ばせてもらいましたが、
スポーツが文化や言葉を越えて、人と人とをつなげてくれることを肌で感じることができたのが
一番の収穫です。

▲青年海外協力隊員
　一色　啓さん



定 期 無 料 相 談
■行政相談
○11月２日㈫　13時～15時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○11月９日㈫　９時～12時　丹原福祉センター　　
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線230
○11月９日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○11月19日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
■人権相談
○11月19日㈮　13時～17時　小松農村環境改善センター　
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線218
○月・水・金曜日（祝日除く）　９時～16時
　松山地方法務局西条支局人権相談室
　問合せ　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。（予約受付は11月１日㈪～）
○11月10日㈬・24日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○11月17日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は11頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（多重債務相談を含む）
　11月16日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■無料不動産相談
　11月10日㈬　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■無料土地建物取引相談
　11月８日㈪　13時～15時　宅建協会西条支部（兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■お酒の悩み相談
　11月24日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付
　℡0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話は℡089－960－8522）

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　毎週土曜日　10時～16時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
　※11月20日㈯　10時～12時　らっこ・はうす（東予南保育所
　　内）でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－2700
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■社会保険出張相談
　11月17日㈬　10時～15時30分　西条商工会議所
　問合せ　新居浜年金事務所　℡0897－35－1362
　年金定期便のお問い合わせは専用ダイヤル0570－058ー555へ
■社会保険等相談
　11月11日㈭　10時～16時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■補聴器相談会
　11月17日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階102会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　11月18日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803

　夫やパートナーからの暴力「ＤＶ」、性犯罪、ストーカー
行為、職場等におけるセクシュアル・ハラスメント、離婚問
題等の家庭内問題、女性差別など、女性の人権問題に関する
あらゆる相談に電話で応じます。※予約不要、無料、秘密厳守

日　　時　11月15日㈪～21日㈰　
　　　　　　○月～金曜日：８時30分～19時
　　　　　　○土・日曜日：10時～17時
電話番号　０５７０－０７０－８１０（ＩＰ電話は利用不可）
相 談 員　人権擁護委員、法務局職員
問 合 せ　松山地方法務局　℡089－932－0888

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間
　平成23年７月24日までに完全移行される地上デジタル放送の
受信に関する相談に応じます。※予約不要、無料。

地デジ受信に関する相談会

問合せ　デジサポ愛媛（総務省テレビ受信者支援センター）
　　　　℡089－943－6039　受付：月～金曜日（祝日除く）９時～18時

市庁舎別館　　１階ロビー 11月24日㈬～26日㈮
10時～16時

11月29日㈪・30日㈫
10時～16時

東予総合支所　１階第１会議室
丹原総合支所　１階ロビー西側
小松総合支所　１階ロビー

場　　所 日　　時
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０
０
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。
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熱
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熱
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冒
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な
名
前
で

呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、
18
世
紀

に
初
め
て
、
今
日
、
我
々
が
知
る

病
名
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
が
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

非
常
に
広
範
囲
の
多
く
の
人
を

極
め
て
短
い
時
間
で
襲
う
の
は
、

何
か
天
上
界
か
ら
の
影
響
（
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ス
）
に
違
い
な
い
と
考

え
ら
れ
た
か
ら
で
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
風
邪
（
普

通
感
冒
）
の
違
い

　

原
因
と
な
る
ウ
イ
ル
ス
の
種
類

が
異
な
り
ま
す
。
通
常
の
風
邪
は

の
ど
や
鼻
に
症
状
が
現
れ
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
急
に
高
熱
が

で
ま
す
。
さ
ら
に
、
倦け

ん
た
い
か
ん

怠
感
、
筋

肉
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状

も
強
く
、
こ
れ
ら
の
症
状
は
通
常

５
日
間
ほ
ど
続
き
ま
す
。
気
管
支

炎
や
肺
炎
を
合
併
し
や
す
く
、
重

症
化
す
る
と
脳
炎
や
心
不
全
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
り
、
体
力
の
な
い

高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
は
命
に
か

か
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
す
る

時
期

　

日
本
で
は
12
月
～
３
月
に
流
行

し
ま
す
。
こ
れ
は
、
温
度
が
低
く

乾
燥
し
た
冬
の
方
が
、
空
気
中
に

漂
っ
て
い
る
ウ
イ
ル
ス
が
長
生
き

で
き
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
乾
燥
し
た
冷
た
い
空
気

で
、
の
ど
や
鼻
の
粘
膜
が
弱
っ
て

い
る
こ
と
、
年
末
年
始
の
人
の
移

動
で
ウ
イ
ル
ス
が
全
国
的
に
広
が

り
や
す
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
原
因

が
重
な
っ
て
流
行
し
や
す
い
時
期

と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
の
仕

方
に
つ
い
て

　

通
常
の
風
邪
の
ウ
イ
ル
ス
は
接

触
感
染
（
手
か
ら
手
に
よ
る
）
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は
患
者
さ
ん
の
く

し
ゃ
み
や
咳せ

き

な
ど
で
吐
き
出
さ
れ

る
微
粒
子
（
飛
沫
）
を
介
し
て
感

染
す
る
飛
沫
感
染
が
中
心
で
す
。

　

飛
沫
は
時
速
１
３
０
㌔
以
上
の

速
度
で
10
㍍
以
上
飛
散
す
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
や
衣
服

な
ど
柔
ら
か
い
物
の
表
面
に
つ
い

た
ウ
イ
ル
ス
は
８
時
間
程
度
生
存

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
年
齢
に
よ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
影
響
の
違
い

　

日
本
に
お
け
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
・
拡
大
は
、
小
学
校
で

始
ま
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

小
学
生
は
罹り

か
ん患
率
が
高
く
、
そ

れ
が
家
庭
で
成
人
や
高
齢
者
に
感

染
し
て
い
き
ま
す
。
高
齢
者
の
罹

患
率
は
低
い
の
で
す
が
、
死
亡
率

は
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
を
予

防
す
る
た
め
に

①
栄
養
、
休
養
、
睡
眠
を
十
分
取

　

り
ま
し
ょ
う
。
体
力
を
つ
け
、

　

抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
で
感
染

　

し
に
く
く
な
り
ま
す
。

②
人
込
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
流

　

行
の
時
期
に
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

　

接
触
す
る
機
会
を
減
ら
し
ま
し

　

ょ
う
。

③
適
度
な
温
度
、
湿
度
を
保
ち
ま

　

し
ょ
う
。
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
、

　

低
湿
を
好
み
ま
す
。
室
温
が
低

　

い
と
加
湿
器
を
使
っ
て
も
十
分

　

な
湿
度
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
湿

　

度
が
低
く
て
も
高
す
ぎ
て
も
ウ

　

イ
ル
ス
の
生
存
率
が
高
ま
り
ま

　

す
。
室
温
20
～
22
度
前
後
、
湿

　

度
50
～
60
％
を
目
安
に
し
て
く

　

だ
さ
い
。

④
う
が
い
と
手
洗
い
。
外
出
か
ら

　

帰
っ
た
ら
忘
れ
ず
に
。

⑤
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
と
そ
の
ご
家
族
の
方
へ

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
普
通
の
風

邪
と
違
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
は

命
に
か
か
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
予
防
。
そ
し
て
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
か
な
？
と
思
っ
た
ら
、

軽
く
考
え
ず
、
で
き
る
だ
け
早
く

医
療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療
は
早
け

れ
ば
早
い
ほ
ど
効
果
的
で
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
は
１
回
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
で
十
分
な
抗
体
価
の
上

昇
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
発
症
の

予
防
効
果
は
成
人
と
比
べ
て
や
や

低
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
肺
炎
、
入
院
、
死
亡

に
つ
い
て
の
予
防
効
果
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
年
も

予
防
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

西条市医師会会員　
西条市民病院　　　
病院長　間口元文

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
高
齢
者
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12日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

19日㈮　 9：30～11：00　徳田公民館

11日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

10日㈬　 9：30～11：00　東予西児童館

９日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

８日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　11月５日㈮
○東予保健センター　11月26日㈮
○丹原保健センター　11月12日㈮
○小松保健センター　11月19日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月22日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月16日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■11月の献血日程
◆石鎚山ハイウェイオアシス（伊予小松ラ
　イオンズクラブ協力による開催）
　11月７日㈰　10時～12時、13時～16時
※当日は自家用車の乗り入れができないた
　め、臨時駐車場（小松中央公園）からの
　無料シャトルバスをご利用ください。
◆西条農業高等学校（西条石鎚ライオンズ
　クラブ協力による開催）
　11月13日㈯　９時30分～15時
◆東予地区トラック運送事業協同組合
　11月19日㈮　10時～11時45分
　　　　　　　12時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

16日㈫
25日㈭

30日㈫

18日㈭
17日㈬

９日㈫
４日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年７月１日～
７月31日の出生児

平成22年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松
３歳児
健診

13：00～14：00 中央 平成19年10月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30 東予

西条
西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　11月・12月の日程等　※申し込みは前日まで受付

12月17日㈮

東予保健センター 12月10日㈮

丹原保健センター 12月24日㈮

小松保健センター 12月３日㈮

11月19日㈮

11月12日㈮

11月26日㈮

11月５日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　日常生活に運動を取り入れることで筋肉内での糖や脂肪の消費が高まり、
メタボリックシンドロームの予防や治療に効果があります。教室では運動の
仕方を習得し、継続していくためのお手伝いをします。また、体組成測定や
体力測定などで身体状況を評価します。
日時　11月22日～３月28日　月・木曜日　13時30分～15時
内容　ダンベルやステップ台などを使っての筋力づくり・有酸素運動
対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上の方
　　　　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。

申込期間　11月９日㈫～　※定員になり次第、締め切ります。
開催場所・申込先　東予保健センター

日時　11月14日㈰　13時～16時
場所　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町）
※治療などの具体的な処置は行いません。必要に応じて病院を紹介します。
問合せ　中山皮膚科クリニック　℡0897－32－9062
　　　　皮フ科・形成外科はらだクリニック　℡0897－43－3210
主催　日本臨床皮膚科医会、日本皮膚科学会、東予地区皮膚科勉強会

　今年のインフルエンザワクチンは、新型（Ａ／ＨＩＮＩ）、Ａ香港型、
Ｂ型の、３つの型が混合されたワクチンです。

接種回数　○13歳以上：１回（基礎疾患を有する方で医師が必要と認めた
　　　　　　　　　　　場合は、２回接種も可能です）
　　　　　○13歳未満：２回
接種期間　平成23年３月31日㈭まで
　　　　　※ワクチンの効果は、個人差はありますが、接種の２週間後か
　　　　　　ら５カ月間程度といわれています。流行期に備えるために、
　　　　　　12月中旬までに接種することをお勧めします。
費用軽減　　次に該当する方は、自己負担1,000円（１回のみ）で接種で
　　　　　きます。また、生活保護世帯の方には、市の助成があります。
　　　　　○65歳以上の方
　　　　　○60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器に身体障害が
　　　　　　ある方（１級相当以上）

　昨年から実施していた新型インフルエンザワクチン接種費用助成制度は
申請の受付を平成22年11月30日㈫で終了します。
　申請の対象となる接種期間は、平成22年９月接種分までです。まだ申請
をされていない方は、申請の手続きをお急ぎください。
問合せ　各保健センター

　西条保健所では、毎週月曜日の10時～11時に、
「エイズ血液検査・相談」を実施しています。
　12月は予防週間に併せて、通常の実施日以外に
次の日程でエイズ血液検査・相談を実施します。
　血液検査・相談共に、無料・匿名・予約不要で
行えます。検査結果は血液採取後、約30分でお知
らせします。ただし、追加・確認検査が必要にな
った場合は、結果が後日になります。

日時　12月３日㈮　17時～19時30分
　　　12月６日㈪　10時～19時30分
場所　東予地方局１階　※電話相談もできます。
問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

①栄養と休養
　体力をつけ、抵抗力を高めることで感染し
にくくなります。

②人込みを避ける
　病原体であるウイルスを寄せ付けないよう
にしましょう。

③適度な温度と湿度を保つ
　ウイルスは低温・低湿を好み、乾燥してい
ると長時間空気中を漂っています。加湿器な
どで室内の適度な湿度を保ちましょう。

④外出後の手洗いとうがいの励行
　手洗いと手指の消毒は、接触感染を防ぐた
めの大変効果的な手段です。
　うがいは、のどの乾燥を防ぎます。

⑤マスクの着用
　咳（せき）・くしゃみなどの症状がある人
は、ウイルスの拡散を防ぐためにマスクを着
用しましょう。

※インフルエンザにかかったなと思ったら！
　インフルエンザの症状がでたら、早めに医
師の診断を受けましょう。

ＳＩＤＳ＝乳幼児突然死症候群とは
　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく睡眠中に
突然死する病気です。原因は不明で、日本では約6,000～7,000人
に１人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっていると推定されていま
す。生後２カ月から６カ月に多く、まれに１歳以上でも発症する
ことがあります。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント

①うつぶせ寝は避ける
②たばこはやめる
③できるだけ母乳で育てる

問合せ　中央保健センター　母子保健係

11月はＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守りましょう

愛媛エイズ予防週間　12月１日㈬～７日㈫

広報さいじょう　2010　11月号 32



12日㈮　 9：30～11：00　小松保健センター

19日㈮　 9：30～11：00　徳田公民館

11日㈭　10：00～11：30　飯岡公民館

10日㈬　 9：30～11：00　東予西児童館

９日㈫　 9：30～11：00　中央保健センター

８日㈪　13：30～15：00　東予保健センター

４日㈭　 9：30～11：00　丹原保健センター

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触された方、
　治って間もない方の来場は、ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：９時～11時
○中央保健センター　11月５日㈮
○東予保健センター　11月26日㈮
○丹原保健センター　11月12日㈮
○小松保健センター　11月19日㈮

■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　11月22日㈪　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　11月16日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

■11月の献血日程
◆石鎚山ハイウェイオアシス（伊予小松ラ
　イオンズクラブ協力による開催）
　11月７日㈰　10時～12時、13時～16時
※当日は自家用車の乗り入れができないた
　め、臨時駐車場（小松中央公園）からの
　無料シャトルバスをご利用ください。
◆西条農業高等学校（西条石鎚ライオンズ
　クラブ協力による開催）
　11月13日㈯　９時30分～15時
◆東予地区トラック運送事業協同組合
　11月19日㈮　10時～11時45分
　　　　　　　12時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター、東予：東予保健センター、小松：小松保健センター
※母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）を持参してください。
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

16日㈫
25日㈭

30日㈫

18日㈭
17日㈬

９日㈫
４日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成22年７月１日～
７月31日の出生児

平成22年７月１日～
８月31日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～14：00 中央

平成21年４月１日～
４月30日の出生児

13：00～13：30 東予 東予・丹原・小松

東予・丹原・小松
３歳児
健診

13：00～14：00 中央 平成19年10月１日～
10月31日の出生児13：00～13：30 東予

西条
西条

内容　カロリー編：普段の食事のカロリーを計って、食生活を改善
　　　バランス編：食事バランスガイドでバランスの良い食事を習得

中央保健センター

▼食生活プランニング講座　11月・12月の日程等　※申し込みは前日まで受付

12月17日㈮

東予保健センター 12月10日㈮

丹原保健センター 12月24日㈮

小松保健センター 12月３日㈮

11月19日㈮

11月12日㈮

11月26日㈮

11月５日㈮

場所・申込先

13時30分～15時

カロリー編 バランス編 受講時間

　日常生活に運動を取り入れることで筋肉内での糖や脂肪の消費が高まり、
メタボリックシンドロームの予防や治療に効果があります。教室では運動の
仕方を習得し、継続していくためのお手伝いをします。また、体組成測定や
体力測定などで身体状況を評価します。
日時　11月22日～３月28日　月・木曜日　13時30分～15時
内容　ダンベルやステップ台などを使っての筋力づくり・有酸素運動
対象　40歳～74歳の方で、次のいずれかに該当する方
　　　○腹囲が男性で85㎝以上、女性で90㎝以上
　　　○ＢＭＩが25以上の方
　　　　ＢＭＩ＝体重（㎏）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　　　　例：体重60㎏で身長160㎝の場合
　　　　　　60（㎏）÷ 1.6（ｍ）÷ 1.6（ｍ）＝ＢＭＩ値23.4
※身体状況によっては、主治医意見書の提出や参加をお断りする場合があります。

申込期間　11月９日㈫～　※定員になり次第、締め切ります。
開催場所・申込先　東予保健センター

日時　11月14日㈰　13時～16時
場所　新居浜市医師会館（新居浜市庄内町）
※治療などの具体的な処置は行いません。必要に応じて病院を紹介します。
問合せ　中山皮膚科クリニック　℡0897－32－9062
　　　　皮フ科・形成外科はらだクリニック　℡0897－43－3210
主催　日本臨床皮膚科医会、日本皮膚科学会、東予地区皮膚科勉強会

　今年のインフルエンザワクチンは、新型（Ａ／ＨＩＮＩ）、Ａ香港型、
Ｂ型の、３つの型が混合されたワクチンです。

接種回数　○13歳以上：１回（基礎疾患を有する方で医師が必要と認めた
　　　　　　　　　　　場合は、２回接種も可能です）
　　　　　○13歳未満：２回
接種期間　平成23年３月31日㈭まで
　　　　　※ワクチンの効果は、個人差はありますが、接種の２週間後か
　　　　　　ら５カ月間程度といわれています。流行期に備えるために、
　　　　　　12月中旬までに接種することをお勧めします。
費用軽減　　次に該当する方は、自己負担1,000円（１回のみ）で接種で
　　　　　きます。また、生活保護世帯の方には、市の助成があります。
　　　　　○65歳以上の方
　　　　　○60歳以上65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器に身体障害が
　　　　　　ある方（１級相当以上）

　昨年から実施していた新型インフルエンザワクチン接種費用助成制度は
申請の受付を平成22年11月30日㈫で終了します。
　申請の対象となる接種期間は、平成22年９月接種分までです。まだ申請
をされていない方は、申請の手続きをお急ぎください。
問合せ　各保健センター

　西条保健所では、毎週月曜日の10時～11時に、
「エイズ血液検査・相談」を実施しています。
　12月は予防週間に併せて、通常の実施日以外に
次の日程でエイズ血液検査・相談を実施します。
　血液検査・相談共に、無料・匿名・予約不要で
行えます。検査結果は血液採取後、約30分でお知
らせします。ただし、追加・確認検査が必要にな
った場合は、結果が後日になります。

日時　12月３日㈮　17時～19時30分
　　　12月６日㈪　10時～19時30分
場所　東予地方局１階　※電話相談もできます。
問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

①栄養と休養
　体力をつけ、抵抗力を高めることで感染し
にくくなります。

②人込みを避ける
　病原体であるウイルスを寄せ付けないよう
にしましょう。

③適度な温度と湿度を保つ
　ウイルスは低温・低湿を好み、乾燥してい
ると長時間空気中を漂っています。加湿器な
どで室内の適度な湿度を保ちましょう。

④外出後の手洗いとうがいの励行
　手洗いと手指の消毒は、接触感染を防ぐた
めの大変効果的な手段です。
　うがいは、のどの乾燥を防ぎます。

⑤マスクの着用
　咳（せき）・くしゃみなどの症状がある人
は、ウイルスの拡散を防ぐためにマスクを着
用しましょう。

※インフルエンザにかかったなと思ったら！
　インフルエンザの症状がでたら、早めに医
師の診断を受けましょう。

ＳＩＤＳ＝乳幼児突然死症候群とは
　それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく睡眠中に
突然死する病気です。原因は不明で、日本では約6,000～7,000人
に１人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっていると推定されていま
す。生後２カ月から６カ月に多く、まれに１歳以上でも発症する
ことがあります。

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守るための３つのポイント

①うつぶせ寝は避ける
②たばこはやめる
③できるだけ母乳で育てる

問合せ　中央保健センター　母子保健係

11月はＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）対策強化月間

ＳＩＤＳから赤ちゃんを守りましょう

愛媛エイズ予防週間　12月１日㈬～７日㈫
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赤い羽根共同募金にご協力を！
　「赤い羽根」をシンボルとする「共同募金運動」は、地域福祉の推進を図るために
社会福祉法人、ＮＰＯ法人やボランティア団体などのさまざまな福祉活動を支援する
ための募金です。平成22年度の共同募金運動は、10月１日から「じぶんの町を良くす
るしくみ。」をテーマに、全国一斉に行われています。（12月中は歳末たすけあい募
金も併せて行います）
　皆さまの温かい「たすけあい」のこころが、この募金を支えています。赤い羽根共
同募金運動へのご協力・ご支援をよろしくお願いします。
■共同募金運動期間　12月31日㈮まで

▲運動初日の10月１日、市内各地で行われた街
　頭募金活動には保育園児たちも参加し、かわ
　いい声で善意の募金を呼びかけていました。
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No.63　コチョウゲンボウ（冬鳥）
　冬鳥として稲刈りの終わった広い農耕地に渡来する、ハト大
の小型のタカでハヤブサの仲間です。開けた農地を狩場にして
畔や土塊の上に止まり、類似種のチョウゲンボウのようなホバ
リングはせず、低く速く飛んで獲物の小鳥を狙います。西条で
は禎瑞や氷見蛭子の広い農地で11月から３月頃まで見られます。

撮
影：

十
亀
茂
樹

第
66
回　

 
西
条
市
民
公
園
の
バ
レ
ー
コ
ー
ト
跡

「全国バレーボール大会」と書かれたアドバルー
ンが上がる往時の姿（写真上）と現在の様子

平成22年９月末日現在
住民基本台帳登録数（ ）内は前月比

人　口　114,678 人 （－ 6人)

　男　　  54,965 人 （－14人)

　女　　  59,713 人 （＋ 8人)

世　帯　  48,086世帯(＋8世帯)

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

　暑く長い夏がようやく終わり、気
持ちのよい季節になってきました。
　仕事が終わると、私は夕焼け空に
向かって帰ります。太陽が沈んでか
ら数十分の、昼でも夜でもないよう
な薄明かりの時間帯を、写真や映画
の世界では「マジックアワー」とい
うそうです。私はこの夕空が大好き
で、毎日違う表情を見せる空を眺め
ながら帰るのはオンとオフを切り替
える時間であるように思えます。
　昼でも夜でも、一日の中でほっと
一息、のんびり空を眺める時間を大
切にしたいものです。　　　　 (Ｒ)
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℡0898－65－5973
℡0898－64－2022

℡0898－64－2290
℡0898－64－2290

℡0898－64－2290

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ
11

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

日７ 14：15ヤマハ　エレクトーンステージ2010アンサンブル 無　料

無　料
無　料

無　料

土13 17：00
14：30

15：00 ハラウ フラ オ ラウレア大ホール

大ホール
大ホール

ハワイアンコンサートin 西条 一　　　般：4500円
小学生以下：2500円

水17 9：158：30 壬生川小学校大ホール小学校音楽フェスティバル（東予・丹原・小松地区）

℡0898－68－3555無　料9：00 丹原文化会館エントランス坂本龍馬パネル展
火23 13：0012：30 大ホールヤマハヤングピアニストコンサート2010

望月楽器㈱東予店
望月楽器㈱東予店

望月楽器㈱東予店

9：45水３ 10：15ピアノ合同発表会

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】 毎週月曜日、４日㈭、24日㈬

総合文化会館大ホール
11/27　　19時開演土

総合文化会館またはローソンチケット（Ｌコード：69727）でチケット発売中！

入場料　5,500円（全席指定）
※６歳以上有料、３歳未満入場不可

℡0897－52－1288
℡0897－52－1256

℡0897－52－1360
℡0897－53－5500

℡089－947－4752

℡0897－52－1628

℡0897－52－1628

℡0897－55－1135

℡0897－52－1292
℡0897－55－1888

℡0897－56－6348
℡0897－52－1640
℡0897－56－3290

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【11月の休館日】 毎週月曜日（１日・22日開館）、４日㈭、24日㈬

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500

11
火
月

西条市社会福祉課大ホール9：00

9：00

10：00

9：30 10：00
19：00

10：00
西条市合同慰霊祭２

１ 9：30 西条市総務課市民表彰式

差別をなくする市民の集い
　※人権ポスター・標語の作品展を27～28日に展示室にて開催 13：00 市教育委員会人権教育課日28 無　料

無　料
無　料

無　料

無　料
1000円

総合文化会館

オフィスアルカディア

小ホール

小ホール
無　料大ホールシンポジウム藤樹・二州・篤山日７ 13：00 13：30 市教育委員会社会教育課

市教育委員会社会教育課

大ホール金５ 18：00 18：30弦上のミューズ　川田知子　ヴァイオリンリサイタル 西条文化サロンさざなみ
大ホール13：30水３ 14：00林澄子　ピアノリサイタル

西条市高齢介護課第24回西条地区老人クラブ連合会カラオケ大会水17 9：30
大ホール花王ファミリーコンサートin西条　米良美一愛のうたコンサート日21 13：00 13：30

13：30

愛媛サニタリープロダクツ㈱

無　料大ホール

大ホール
大ホール

小学校音楽フェスティバル（西条地区）木25
金26
土27

12：30 13：00 市教育委員会学校教育課
1000円

5500円

小ホール社交ダンスパーティー火23 11：30 12：00 西条竹ダンス（若原）
小ホール文化・観光・まちづくり　講演会月22 14：30 15：00

18：30
小ホール平成22年分年末調整説明会

MONKEY MAJIK BEST ALBUM TOUR 2010
伊予西条税務署無　料

一般：3000円
学生：1000円

一　　般：3000円
小中高生：2000円

チケット好評発売中！総合文化会館・丹原文化会館ほか

12/19　　14時開演　
総合文化会館小ホール

日

カザルス合奏団コンサート
～クリスマスの名曲をあなたに～

入場料（前売券）
一　　般：3,000円　
小中高生：1,500円
　※未就学児の入場はご遠慮ください。
　※西条市図書館利用カード提示で500円割引（適用外取扱所あり）

～

30

～

火

総合文化会館大ホール
12/８　　18時30分開演水 前売券：3,800円

当日券：4,200円　※全席指定

チケット残りわずか！総合文化会館・丹原文化会館などで発売中
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